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数　量 備　考単位項　目

上部工数量
種　別

コンクリート
ｍ3Ａ１－１ 32.2

25.0ｍ3Ａ１－４

175.8㎡Ａ型わく

4.327ｔ

Ａ

0.086ｔＡ（Ｅ）

鉄筋

1式（ランプ橋）鋼構造物の架設設計

106.109ｔ鋼橋の輸送鋼構造物の輸送

192.244ｔ鋼橋の架設（ランプ橋）

0.934ｔ高力ボルト本締工鋼構造物の架設

47.6ｍ鋼橋の現場溶接工

3箇所Ｅ － ３
支承

27.0ｍＥ（Ｓ＝５０㎜）伸縮装置

2箇所橋名板

1箇所橋歴板

401.8㎏Ａ落橋防止構造

98.3ｍＧ１－２落下物防止柵

コンクリート表面被覆工表面保護工

30人・日交通誘導警備員Ａ

交通保安要員

41人・日交通誘導警備員Ｂ

4箇所Ａ
床版排水処理工

5.2ｍＢ

7.092ｔＡ
検査路

数　量
備　考単位項　目

下部工数量（上部工施工分）

種　別

コンクリート

40.3㎡Ａ型わく

6.3ｍ3Ａ１－４

0.449ｔ

鉄筋

横桁巻き立てコンクリート

地覆壁高欄

地覆壁高欄、横桁巻き立てコンクリート

地覆壁高欄、中央分離帯

地覆壁高欄（エポキシ樹脂塗装鉄筋）

19.827ｔ製作材料費（鋼板）Ａ

鋼構造物の製作

76.235ｔ

7.360ｔ

2.967ｔ

57個

696個

588.2ｍ

1,040.4㎡

製作材料費（鋼板）Ｂ

製作材料費（形鋼）Ａ

製作材料費（スタッドジベル）

大型部材の製作

小型部材の製作

Ｔ継手溶接工

鋼構造物の塗装　Ｃ－５鋼構造物の防錆

SS400,SM400

SM490,SM520

鋼板、スタッドジベル以外の材料

主桁、横桁、縦桁等のフランジ、ウェブ等（1.415ｔ/個）

補剛材、ダイヤフラム、スプライス、仕口等（0.022ｔ/個）

主桁横桁縦桁等のフランジ・ウェブ同士のＴ継手溶接

全工場塗装＋特殊部現場塗装の面積

S10T：1,704本

平均板厚　t=18.5㎜

A1橋台　固定（Rmax=2703KN）

排水パイプ

フレキシブルチューブ管

地覆壁高欄

地覆壁高欄

地覆壁高欄

40.3

6.3

0.449

80.6

12.6

0.898

A1橋台 A2橋台 合計

Ｄ１３

Ｄ１６～Ｄ２５

計

4.634ｔ 地覆壁高欄、横桁巻き立てコンクリート、伸縮装置

16.649ｔ

Ｄ１３

地覆壁高欄0.108ｔ 0.108 0.216

0.557ｔ 0.557 1.114

Ｄ１３

Ｄ１６～Ｄ２５

計

Ａ

Ｄ２９～Ｄ３２ 7.688ｔ 横桁巻き立てコンクリート

Ｂ 4,562.0㎏

10個中間横桁部材の製作 中間横桁のＨ形鋼（0.736ｔ/個）

Ｅ － ４ 3箇所 A2橋台　可動（Rmax=2703KN）

排水装置
63.6ｍ排水管　Ａ

80.8ｍ鋼製排水溝

1人・日交通誘導警備員Ａ（Ｙ）

2人・日交通誘導警備員Ｂ（Ｙ）

658.7㎡合成床版工

64.0㎡ 端支点横桁巻立てコンクリート部

㎡コンクリート表面被覆工表面保護工 橋台部227.2112.8 114.4

交通規制工 通行止規制（Ｙ） 1回

8人・日交通監視員（Ｙ）

遊間プレート工 ㎏ 64.8

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

数量総括表

数量総括表

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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図面の種類

縮    尺 図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

橋梁一般図

図　示

橋梁一般図
S= 1 : 300側面図

S= 1 : 300平面図

S= 1 : 100断面図

地質

時代

第

四

紀　

　

更

新

世　

志

波

姫

段

丘

堆

積

物

土質区分 土質記号

Dvm

Ds3

Ds4

洪積火山灰層

洪積第3砂層

洪積第4砂層

洪積第1粘土層

洪積第1礫層

洪積第2粘土層

洪積第2礫層

洪積第3粘土層

洪積第3礫層

洪積第5砂層

洪積第4粘土層

Dc1

Dg1

Dc2

Dg2

Dc3

Dg3

Ds5

Dc4

建築限界(STA.484+99.61)

建築限界(道路中心)

建築限界(STA.485+15.01)

地質凡例

S= 1 : 200交差条件
東北縦貫自動車道
管理者　NEXCO
道路規格　第1種第2級B規格

A1橋台正面図 S= 1 : 200

A2橋台正面図 S= 1 : 200

使用

材料 SD345

場所打ち杭基礎　φ1200

形　　　式

σck=30N/mm2(ﾌｰﾁﾝｸﾞより上の部材)σck=24N/mm2(ﾌｰﾁﾝｸﾞ)

逆T式橋台

剛性防護柵

　単純鋼鈑桁橋(合成桁)(少数主桁)(合成床版)

L=42.000m

L=43.000m

B活荷重

V= 40km/h

橋　　　長

支　間　長

道 路 規 格

適用示方書

σck=24N/mm2

SD345

[設計条件表]

設 計 速 度

設計活荷重

幅 員 構 成

平 面 線 形

縦 断 勾 配

形　　　式

舗　　　装

上部工形式

高　　　欄

添　架　物

横 断 勾 配

A規格ランプ

道路橋示方書　Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ（H29.11）

アスファルト舗装  t=80mm

W=14.500m

コンクリ－ト

鉄　　筋

使用

材料

コンクリ－ト

鉄　　筋

基
　
本
　
条
　
件

桁　　　長 L=42.800m

地 盤 種 別

Ａ２地域（Cz=1.0,CⅠz=1.0,CⅡz=1.0）地 域 区 分

交 差 物 件

2.000%

上
部
工

下
部
工

基
礎
工

2.000% (拝み勾配)

　(2.50m+3.50m+0.75m+1.00m+0.75m+3.50+2.50)

東北自動車道

  R=∞

Ⅱ種地盤

電力管、通信管

VCL=60 VCR=1300

設計要領(NEXCO)　第一集～第五集（H28.8/H29.7）

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

設計会社名

施工会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所
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線形図(その1）

S=1:100平面図

変化点 測点 Ｘ座標 Ｙ座標 要素

CL

1 1+76.380 -140316.7644 18194.8840
R=∞

2 3+03.253 -140369.5416 18310.2588

C1S1

GE1

S2
GE2
A2

C2 C3 C4

100

42000400

42800

43000

6x7000=42000

橋長(CL上)

桁長(CL上)

支間長(CL上)

横桁間隔(CL上)

C5

A1

CL

X

Y

Y=  18249.8280
X=-140341.8980

y=  0.0000
x=  0.0000

道路中心線CLとA1パラペット前面との交点を原点(0,0)とする。

原点を通りA2パラペット前面とCLの交点を結んだ線をX軸とし、

X軸と直交する線をY軸とする。

Y=  18288.9310
X=-140359.7853

y=  0.0000
x= 43.0000
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施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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構造高表
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Z

R1

A1 GE1 S1 C1 C2 C3 C4 C5 S2 GE2 A2

G1 G2 G3 G1 G2 G3

路面計画高 Z1 29.801 29.903 29.801 29.892 29.994 29.892

舗装厚 h1 0.080 0.080 0.080 0.080 0.080 0.080

調整コンクリート h2 0.033 0.135 0.033 0.033 0.135 0.033

床版厚 h3 0.250 0.250 0.250 0.250 0.250 0.250

ハンチ厚 h4 0.100 0.100 0.100 0.100 0.100 0.100

主桁高 h5 2.700 2.700 2.700 2.700 2.700 2.700

下フランジ厚 0.026 0.021 0.026 0.026 0.021 0.026

ソールプレート厚 h7 0.036 0.036 0.036 0.026 0.026 0.026

支承高 h8 0.246 0.246 0.246 0.171 0.171 0.171

沓座モルタル厚 h9 0.032 0.037 0.032 0.038 0.043 0.038

台座高 h10 0.100 0.100 0.100 0.170 0.170 0.170

構造高合計 H 3.603 3.705 3.603 3.594 3.696 3.594

下部工天端高 Z2 26.198 26.198 26.198 26.298 26.298 26.298

A1橋台 A2橋台

S1 S2

h6

h
1
0

線形図（その2）

S=1:100

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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90°

90°

橋梁形式 鋼単純少数鈑桁橋（合成）

橋　　長 43.000 m (CL上)

桁　　長 42.800 m (CL上)

支 間 長 42.000 m (CL上)

支承条件 A1橋台:固定支承、A2橋台：可動支承

斜　　角 A1橋台：90°00′,　A2橋台：90°00′

平面線形 R = ∞

縦断勾配 1.00%        3.60%

横断勾配 2.00%

舗　　装 アスファルト舗装 t = 80 mm

床　　版 鋼・コンクリート合成床版  t = 250 mm

有効幅員 2.500 + 3.500 +2.500 + 3.500 + 2.500 = 14.500 m

総 幅 員 15.390 m

架設工法 クレーン一括架設

活 荷 重 B活荷重

雪 荷 重 考慮しない

防 護 柵 剛性防護柵(壁高欄)

遮 音 壁 設置しない

落下物防止柵 設置する（1.7ｋN/m)

検 査 路 1.00 kN/m (各桁間に1条設置する)

添 架 物 電力用、情報用管

温度変化
鋼構造　　　　　-30℃～+50℃（寒冷な地方）

地盤種別 Ⅱ種地盤

地域区分 A2地域　Cz=1.0,CⅠz=1.0,CⅡz=1.0

設計水平震度

主要材料 鋼材　SM520,SM490Y,SM400,SS400 (降伏点一定鋼使用)

コンクリート　σck = 30 N/mm2 (床版,巻立てコンクリート)

　　　　　　　σck = 30 N/mm2 (壁高欄)

鉄筋　SD345

部材の設計耐久期間 100年

疲労設計の照査荷重 疲労設計荷重 (F荷重)

塩害対策 考慮しない。

防せい防食 底鋼板外面C-5塗装系、側鋼板溶融亜鉛めっき＋Z1塗装系

道路橋示方書・同解説Ⅰ～Ⅴ (平成29年11月 日本道路協会)

土木設計施工マニュアル (平成22年9月/平成21年7月/平成26年10月/平成26年11月 　宮城県）

設計要領（第1集～第5集） 平成28年8月/平成29年7月　 西、中、東日本道路高速道路株式会社

適用基準

耐久性能に関する設計条件

構造諸元に関する設計条件

耐荷性能に関する設計条件

kh  = 0.25 (レベル1地震動)

kⅠh = 1.26 (レベル2地震動橋軸方向,タイプⅠ)

kⅡh = 1.11 (レベル2地震動橋軸方向,タイプⅡ)

MF

→

←

→

←

支承・伸縮装置　-20℃～+40℃（寒冷な地方）

kⅠh = 1.14 (レベル2地震動橋軸直角方向,タイプⅠ)

kⅡh = 0.90 (レベル2地震動橋軸直角方向,タイプⅡ)

構造一般図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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注） P : 前死 D : 永続 L : D + L R : 相反 C : クリープ乾燥収縮 T : 温度差 H : 温度変化 S : 床版打設 W : 風 E : 地震 Q : 地震偶発 O : 衝突 下線は鋼断面
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断面決定根拠

A:引張応力度
B:圧縮応力度
C:孔引き応力度

E:最低板厚
D:合成応力度

F:板厚差

F

E F F EB

A AA F

注 ）

1. SM520C-Hの"-H″は降伏点一定鋼を示す。

断面構成図（その1）

S=1:100

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

6 / 63

6/63



2
7
0
0

2
7
0
0

S1
C1 C2 C3 C4 C5

S2

J1  J2  J3  J4  

6 @ 7000 = 42000

4@ 4@ 4@ 4@ 4@ 4@

7875 8750 8750 8750 7875

42000

抵抗モーメント
 上フランジ
 下フランジ

MX

10000

20000

MY

1000

2000

FZ
FZ = 1/500 kN
MY = 1/3000kN.m

前
死

 
9
9
7
3
.
01

X
=
2
1
.
0
0
0

後
死

 
5
6
5
0
.
50

X
=
2
1
.
0
0
0

後
死

＋
活

 
1
2
9
3
9
.
55

X
=
2
1
.
0
00

F
Z
 
2
3
2
6
.
8
1

F
Z
 
-
2
3
2
6
.
81

全
死

＋
活

 
2
2
9
1
2
.
56

X
=
2
1
.
0
00

(1)

(2) (3) (4)

(5)

板 幅

板 厚

材 質

板 幅

板 厚

材 質

板 幅

板 厚

材 質

σ

σｄ

σ

σｄ

σ

σｄ

σｄ－σ

τ

τｄ

τｄ－τ

σ

σｄ

σｄ－σ

ウェブ

注） P : 前死 D : 永続 L : D + L R : 相反 C : クリープ乾燥収縮 T : 温度差 H : 温度変化 S : 床版打設 W : 風 E : 地震 Q : 地震偶発 O : 衝突 下線は鋼断面

       610

        19

   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        21

   SM490YB

      0.93L

      2.53

     -56.3C

     260.0

     -58.6C

     271.6

     213.0

      69.5

     156.8

      87.3

      15.1L

     271.6

     256.5

      0.22

       610
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   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        21

   SM490YB

     -2.76L

     11.85

     -    

     -    

    -130.1D

     165.8
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      46.2

     156.8
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     257.6L

     271.6

      14.0

      0.96

       610
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   SM490YB

      2678

        14

   SM490YA

       680

        40

   SM490YB

     -2.41L

     11.85

     -    

     -    

    -204.5R

     312.3

     107.9

      46.3

     156.8

     110.5

     173.0L

     271.6

      98.6

      0.50

       610
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   SM490YB
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        14

   SM490YA

       680

        40

   SM490YB

     -3.84L

     11.85

     -    

     -    

    -293.2R

     312.3
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      22.5

     156.8
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     263.2L

     271.6

       8.4

      0.91
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   SM490YB

      2678

        14

   SM490YA

       680

        42

  SM520C-H

     -3.81L

     11.85

     -    

     -    

    -291.7R

     312.3

      20.6

      22.5

     156.8

     134.3

     254.6L

     271.6

      17.0

      0.87

       610

        22

   SM490YB

      2678

        14

   SM490YA

       680

        42

  SM520C-H

     -3.98L

     11.85

     -    

     -    

    -302.8R

     312.3

       9.6

      11.8

     156.8

     145.0

     265.5L

     271.6

       6.1

      0.92

       610

        22

   SM490YB

      2678

        14

   SM490YA

       680

        42

  SM520C-H

     -3.81L

     11.85

     -    

     -    

    -291.7R

     312.3

      20.6

      22.5

     156.8

     134.3

     254.6L

     271.6

      17.0

      0.87

       610

        22

   SM490YB

      2678

        14

   SM490YA

       680

        40

   SM490YB

     -3.84L

     11.85

     -    

     -    

    -293.2R

     312.3

      19.2

      22.5

     156.8

     134.3

     263.2L

     271.6

       8.4

      0.91

       610

        22

   SM490YB

      2678

        14

   SM490YA

       680

        40

   SM490YB

     -2.41L

     11.85

     -    

     -    

    -204.5R

     312.3

     107.9

      46.3

     156.8

     110.5

     173.0L

     271.6

      98.6

      0.50

       610

        19

   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        21

   SM490YB

     -2.76L

     11.85

     -    

     -    

    -130.1D

     165.8

      35.7

      46.2

     156.8

     110.6

     257.6L

     271.6

      14.0

      0.96

       610

        19

   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        21

   SM490YB

      0.93L

      2.53

     -56.3C

     260.0

     -58.6C

     271.6

213.0

      69.5

     156.8

      87.3

      15.1L

     271.6

     256.5

      0.22

1 2 3 4 5 

断面構成図（その2）S=1:100

G2

400 400

断 面 番

上フランジ

ウェブ

下フランジ

床版

鉄筋

上フランジ

ウェブ

下フランジ

合成応力度

主

桁

形

状

主

桁

応

力

度

F

E F F EB

A AA F

号 断面決定根拠

A:引張応力度
B:圧縮応力度
C:孔引き応力度

E:最低板厚
D:合成応力度

F:板厚差

注 ）

1. SM520C-Hの"-H″は降伏点一定鋼を示す。

断面構成図（その2）

S=1:100

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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S2

J1  J2  J3  J4  

6 @ 7000 = 42000

4@ 4@ 4@ 4@ 4@ 4@

7875 8750 8750 8750 7875

42000

抵抗モーメント
 上フランジ
 下フランジ
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20000

MY
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MY = 1/3000kN.m
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(1)

(2) (3) (4)

(5)

号

板 幅

板 厚

材 質

板 幅

板 厚

材 質

板 幅

板 厚

材 質

σ

σｄ

σ

σｄ

σ

σｄ

σｄ－σ

τ

τｄ

τｄ－τ

σ

σｄ

σｄ－σ

ウェブ

注） P : 前死 D : 永続 L : D + L R : 相反 C : クリープ乾燥収縮 T : 温度差 H : 温度変化 S : 床版打設 W : 風 E : 地震 Q : 地震偶発 O : 衝突 下線は鋼断面

       610

        19

   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        26

   SM490YB

      1.03L

      2.53

     -54.6C

     260.0

     -55.5C

     271.6

     216.1
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     156.8

      81.3

      13.2L
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     258.4
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        14

   SM490YA

       680

        26

   SM490YB

     -3.48L
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        14
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       680
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        46
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       610
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        14
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     -    
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    -291.9R
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      20.5

      24.7

     156.8

     132.1

     255.1L

     271.6

      16.5

      0.87

       610

        23

   SM490YB

      2677

        14

   SM490YA

       680

        48

  SM520C-H

     -5.18L

     11.85

     -    

     -    

    -302.9R

     312.3

       9.4

      12.2

     156.8

     144.6

     266.3L

     271.6

       5.3

      0.92

       610
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   SM490YB
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        14

   SM490YA

       680

        48

  SM520C-H

     -4.94L

     11.85

     -    

     -    

    -291.9R

     312.3

      20.5

      24.7

     156.8

     132.1

     255.1L

     271.6

      16.5

      0.87

       610

        23

   SM490YB
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        14

   SM490YA

       680

        46

  SM520C-H

     -4.98L

     11.85

     -    

     -    

    -293.1R

     312.3

      19.2

      24.7

     156.8

     132.1

     262.9L

     271.6

       8.7

      0.90

       610

        23

   SM490YB

      2677

        14

   SM490YA

       680

        46

  SM520C-H

     -3.08L

     11.85

     -    

     -    

    -204.1R

     312.3

     108.2

      51.0

     156.8

     105.8

     170.8L

     271.6

     100.8

      0.52

       610

        19

   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        26

   SM490YB

     -3.48L

     11.85

     -    

     -    

    -132.0D

     165.8

      33.8

      50.9

     156.8

     105.9

     249.1L

     271.6

      22.5

      0.92

       610

        19

   SM490YB

      2681

        14

   SM490YA

       680

        26

   SM490YB

      1.03L

      2.53

     -54.6C

     260.0

     -55.5C

     271.6

     216.1

      75.5

     156.8

      81.3

      13.2L

     271.6

     258.4

      0.26

1 2 3 4 5 

断面構成図（その3）S=1:100

G3

400 400

断面決定根拠

A:引張応力度
B:圧縮応力度
C:孔引き応力度

E:最低板厚
D:合成応力度

F:板厚差

断 面 番

上フランジ

ウェブ

下フランジ

床版

鉄筋

上フランジ

ウェブ

下フランジ

合成応力度

主

桁

形

状

主

桁

応

力

度

F

E F F EB

A AA F

号

注 ）

1. SM520C-Hの"-H″は降伏点一定鋼を示す。

断面構成図（その3）

S=1:100

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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製作キャンバー

縦断勾配

基準線

G 1 上で表示

記号説明

キャンバー図 S=1:100

(単位 mm)

S1  C1  C2  C3  C4  C5  S2  

G1  

δ 1     0.0     8.5    14.4    16.5    14.4     8.5     0.0

δ 2     0.0    42.0    70.9    81.2    70.9    42.0     0.0

δ 3     0.0     8.8    14.9    17.1    14.9     8.8     0.0

δ 4     0.0     3.3     5.6     6.5     5.6     3.3     0.0

δ 5     0.0     7.4    11.7    13.2    11.7     7.4     0.0

δ D     0.0    70.0   117.5   134.4   117.5    70.0     0.0

ｙ     0.0    70.0   139.4   183.6   190.3   159.4    90.9

Y     0.0   140.0   256.9   318.0   307.8   229.4    90.9

G2  

δ 1     0.0     8.6    14.5    16.7    14.5     8.6     0.0

δ 2     0.0    41.6    70.3    80.5    70.3    41.6     0.0

δ 3     0.0     9.5    15.9    18.2    15.9     9.5     0.0

δ 4     0.0     3.2     5.5     6.4     5.5     3.2     0.0

δ 5     0.0     7.8    12.4    13.9    12.4     7.8     0.0

δ D     0.0    70.7   118.7   135.7   118.7    70.7     0.0

ｙ     0.0    70.0   139.4   183.6   190.3   159.4    90.9

Y     0.0   140.7   258.1   319.3   309.0   230.0    90.9

G3  

δ 1     0.0     8.5    14.4    16.5    14.4     8.5     0.0

δ 2     0.0    42.0    70.9    81.2    70.9    42.0     0.0

δ 3     0.0     8.8    14.9    17.1    14.9     8.8     0.0

δ 4     0.0     3.3     5.6     6.5     5.6     3.3     0.0

δ 5     0.0     7.3    11.7    13.1    11.7     7.3     0.0

δ D     0.0    69.9   117.5   134.3   117.5    69.9     0.0

ｙ     0.0    70.0   139.4   183.6   190.3   159.4    90.9

Y     0.0   139.9   256.9   317.9   307.8   229.3    90.9

δ 1 ： 鋼重

δ 2 ： 合成床版+ ハンチ+ 検査路+ 合成前桁端荷重

δ 3 ： 舗装+ 調整コンクリート+ 中央分離帯+ 壁高欄+ 落下物防止

δ 4 ： クリープ

δ 5 ： 乾燥収縮

δ D ： 死荷重合計

ｙ ： 縦断勾配

Y ： 製作キャンバー

S
1
 
 

C
1
 
 

C
2
 
 

C
3
 
 

C
4
 
 

C
5
 
 

S
2
 
 

6 @ 7000 = 42000

Y

ｙ

δ
1

δ
2

δ
3

δ
4

δ
5

δ
D

キャンバー表

キャンバー図

S=1:100

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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共通詳細図（その1）

S= 1:10

中 間 部格 点 部端支点部

垂直補剛材詳細

桁 外側 内側

C15コーナーカット

溶接後埋め戻し

8

F.P

C15コーナーカット

溶接後埋め戻し

8 6

8

1
0
0

S=1:20

C15コーナーカット

溶接後埋め戻し

R1
00

主桁基本寸法及び板厚変化方向 S=1:20

板厚変化方向
 下フランジ

板厚変化方向

 上フランジ

610

2
7
0
0

680

1/2 1/2

1:5

1:5

1:5

1:5

板厚テーパ詳細

腹板厚変化 腹板厚変化

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

吊金具詳細

1-PL  100 x 9 x 120

4

∅60

5050

100

1
2
0

A2タイプ

水平補剛材詳細  

補剛材部

35 35

水平補剛材水平補剛材

1
0

45° 45°

巻き立てコンクリート部

50

1
0

水平補剛材

50

45°

6

巻き立てコンクリート

水平補剛材

主桁腹板

側面

平面

A - A S=1:10

2-PL  20 x 9 x 471

2-PL  20 x 9 x 481

C10
メタルタッチ

4

4

4

F.P F.P

スタッドジベル詳細  

スタッド溶接

4x110=440

φ35

φ22

2
0
0

1
0

S1

12-φ36

φ
20
2

S2

8-φ30
φ
15
2

橋軸方向

橋
軸

直
角

方
向

85 85

Stud  φ22 x 200(SM400相当品)

610

4
シール溶接

橋軸方向
橋

軸
直

角
方

向

ソールプレート詳細

1-Sole PL 600 x 41 x 600（SM400C）

1-Sole PL 460 x 32 x 610

4
シール溶接

2-SPL PL 80 x 13 x 480（SS400）

6-TCB M22 x 75（S10T）

継手部詳細

5
8
0

10075

480

4
0
7
5

1
6
0

φ26.5

150 x 12（SM400A）

75

20

120

4
5

R35

40 100 75 75 40

J

<12ヶ所>

7
5

3
x
1
5
0
=
4
50

7
5

6
0
0

75 3x150=450 75

600

3
9

3
3

3
6

8
0

3
0
0

8
0

4
6
0

80 3x150=450 80

610

2
2
.
2

2
9
.
8

2
6

フランジの面取り

R=
2m
m

以
上

R50

2. 特記なきスカーラップは全てR50とする。

共通詳細図(その1)

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S= 1:10

S= 1:10

S= 1:10S= 1:20足場用吊金具取付位置図 S=1:20

A2タイプ

1
3
0
0

1
6
0

※　A2タイプは1.8m以内に設置する。

2
7
0
0

止水板詳細図 S=1:20

6
8
0

下止水板

上止水板

縦断勾配2
0

2
0

20

A

A9 48
0.
8

47
0.
9

1
4

S1,S2

A

A

A

A

1
3
5
0

1
3
5
0

支点上補強リブ詳細 S=1:20

25 25

300

(305)

300

(305)

50

45
°

C15コーナーカット

溶接後埋め戻し

8

F.P

支点上補強リブ材料:1箇所当り

4-Rib PL 280 x 25 x 1350

280 280

A - A

S1,S2

※( )内はS2側の値
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腹板継手

腹板継手

主桁現場溶接部詳細 S=1:5

F.P

F.P

F.P
R5
0

R3
5

中間横桁仕口溶接部仕上げ図

腹板

V.Stiff

Conn PL

まわし溶接を含むConn PL 端部付近の腹板側の
溶接止端部は仕上げを行う。(上図50mmの範囲)

50m
m程

度

50m
m程

度

R1
50

R1
50

完全溶込み溶接

50

止端仕上げ範囲

F.P.

ウェブ

横桁仕口

5R以上

道示・外部きず
検査を満足する

※母材への削り込みは0.5mm以下。

120

フランジ溶接詳細図
ソールプレート部の腹板と

共通詳細図（その2）

端支点

橋軸方向

桁端側 支間側

仕上げ範囲

50

50

※

5050

腹板補強リブ

支点上補強材

下フランジ

※下フランジ側のみ仕上げる

　ソールプレート側は仕上げ不要

ソールプレート幅
※S

F.P

4
シール溶接

共通詳細図(その2)

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:10

S=1:10

溶接要領図

隅肉溶接

S

t
1

t1 8～18

6S

t2

計算式 溶接のど厚=√2t t1＞t2

両側

6

4

19～24

7

25～32

8

33～40

9

41～50

10

51～60

11

S

t
1

t2

片側

S

t
1
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レ形T継手溶接 t1＞t2

レ形

9～19
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t
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F.P

t
1

t2

K形

F.P

t2

K形T継手溶接  t1＞t2
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t
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V形板継手溶接

Ｖ形

12～19

F.P

I形

t
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X形

t2

X形板継手溶接

19～100

板継手開先溶接
t
2
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t
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t
1

 t1＞t2

F.P

t2

V形板継手溶接

6～12
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t
1
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t
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t2

V形板継手溶接

Ｖ形

9～50

F.P

板継手開先溶接（現場溶接）

t
1

 t1＞t2

S=1:10
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共通詳細図（その3）S= 1:30

塗装区分図

Sn

30 30

1
0
0

A:外面

30 30

O:増塗り部

V:まわし塗り部

C:コンクリート接触面

O:増塗り部

C:コンクリート接触面

桁端部

主桁断面塗装詳細図

 (巻き立てコンクリート部)

中間部

V:まわし塗り部

C:コンクリート接触面

O:増塗り部 2150

増塗り範囲

O:増塗り

C:コンクリート接触面

C:コンクリート接触面

O:増塗り部

A:外面

1
0
0

A:外面

A:外面

中間横桁部支点上横桁部

C:コンクリート
  接触面

A:外面

添接部

添接板

添接板

母材
FILL PL

J:接触面

J:接触面

C:コンクリート接触面G:ボルト頭CO面

端支点上横桁

C:コンクリート接触面

C:コンクリート接触面

J:接触面

添接板

添接板

母材

FILL PL
J:接触面

J:接触面

A:外面

E:ボルト頭外面

中間横桁

J:接触面

C:コンクリート接触面
G:ボルト頭CO面

A:外面

A:外面

A:外面E:ボルト頭外面

O:増塗り部

O:増塗り部

現場溶接部

J

500 500

J:接触面

ソールプレート

J:接触面

下フランジ

ソールプレート

Y:無塗装面

Y:無塗装面 A 外面 普通鋼材

C コンクリート接触面 普通鋼材

E ボルト頭外面 -

G ボルト頭CO面 -

J 接触面 普通鋼材

O 増塗り部 普通鋼材

V まわし塗り部 普通鋼材

Y 無塗装面 普通鋼材

普通鋼材

普通鋼材

R 現場溶接外面

S 現場溶接コンクリート面

S:現場溶接コンクリート面

R:現場溶接外面

V:まわし塗り部

1
0
0

附属物塗装詳細

排水装置支持材

桁端塗装部

検査路支持材

中間部

T 表面被覆面 巻き立てコンクリート

T:表面被覆面

C-5

F-11

F-13

C-5(増）

C-5(下塗りまで）

CC-B

メッキ部材
O:増塗り部

A:外面

FRP水切り

共通詳細図(その3)

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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主桁G1（その1）S=1:30
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1-Web PL 2681 x 14 x 8302（SM490YA） 1-Web PL 2681 x 14 x 8775（SM490YA）
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<
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>

<
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>

<
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<
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>

<9> <10> <10> <11> <11> <9>

<1>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2681
<2>3-V.Stiff PL 150 x 12 x 2581
<3>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1359
<4>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<5>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<6>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 818
<7>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2677
<8>4-V.Stiff PL 150 x 12 x 2577
<9>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 824
<10>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<11>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662

1-Sole PL 600 x 41 x 600（SM400C）
4-Rib PL 280 x 25 x 1350

235-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

135-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

S1
C1

C2J1
J2

1-U.Flg PL 610 x 19 x 8275（SM490YB） 1-U.Flg PL 610 x 23 x 8750（SM490YB）

1-L.Flg PL 680 x 26 x 8275（SM490YB） 1-L.Flg PL 680 x 46 x 8750（SM520C-H）

3x150=450

3
x
1
5
0
=
4
50

300 300

J1 J2 J3 J4

6x7000=42000

8275 3x8750=26250 8275

400 42000 400

42800

配置図

3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）

6
1
0

6
8
0

6
1
0

6
8
0

2000

300 300
下止水板

上止水板

2-PL 20 x 9 x 481
2-PL 20 x 9 x 471

50 13x300=3900

<1'>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2681

12x300=3600 13x350=4550 175275

主桁G1（その1）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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主桁G1（その2）S=1:30
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1-Web PL 2685 x 14 x 8760（SM490YA） 1-Web PL 2683 x 14 x 8758（SM490YA）
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<8> <9> <9> <10> <10> <8>

<1>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2677
<2>4-V.Stiff PL 150 x 12 x 2577
<3>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 824
<4>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<5>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<6>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2677
<7>4-V.Stiff PL 150 x 12 x 2577
<8>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 824
<9>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<10>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668

130-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

135-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

C3 C4J2 J3 J4

1-U.Flg PL 610 x 23 x 8750（SM490YB） 1-U.Flg PL 610 x 23 x 8750（SM490YB）

1-L.Flg PL 680 x 48 x 8750（SM520C-H） 1-L.Flg PL 680 x 46 x 8750（SM520C-H）

J1 J2 J3 J4

6x7000=42000

8275 3x8750=26250 8275

400 42000 400

42800

配置図

3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）

6
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6
8
0

6
1
0

2
7
0
0

6
8
0

175175 23x350=8050 175 175175 275 13x350=4550 11x300=3300 175275

主桁G1（その2）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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主桁G1（その3）S=1:30
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部材長 8275

0
.
0
0
9
6
0

1.00000

1.00005

支間長 42000 400

2
7
0
0

5
4
0

2
7
0
0

5
4
0

7

8

6
6

8

1-Web PL 2683 x 14 x 8301（SM490YA）
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<
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>

<3> <4> <5> <5> <6>

<1>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2681
<2>3-V.Stiff PL 150 x 12 x 2581
<3>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 818
<4>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<5>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<6>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1359

1-Sole PL 460 x 32 x 610
4-Rib PL 280 x 25 x 1350

235-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

C5
S2

J4

1-U.Flg PL 610 x 19 x 8275（SM490YB）

1-L.Flg PL 680 x 26 x 8275（SM490YB）

3x150=450

3
0
0

305

J1 J2 J3 J4

6x7000=42000

8275 3x8750=26250 8275

400 42000 400

42800

配置図

3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）
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<1'>1-V.Stiff PL 280 x 25 x 2681

主桁G1（その3）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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主桁G2（その1）S=1:30
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1-Web PL 2681 x 14 x 8302（SM490YA） 1-Web PL 2682 x 14 x 8775（SM490YA）

<
1
><
2
>

<
2
>

<
2
>

<3> <4> <4> <5> <6>

<
7
><
8
>

<
8
>

<
8
>

<
8
>
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<1>2-V.Stiff PL 280 x 25 x 2681
<2>3-V.Stiff PL 150 x 12 x 2581
<3>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1359
<4>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<5>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<6>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 818
<7>2-V.Stiff PL 280 x 25 x 2678
<8>4-V.Stiff PL 150 x 12 x 2578
<9>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 824
<10>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<11>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662

1-Sole PL 600 x 41 x 600（SM400C）
4-Rib PL 280 x 25 x 1350

235-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

135-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

S1
C1

C2J1
J2

1-U.Flg PL 610 x 19 x 8275（SM490YB） 1-U.Flg PL 610 x 22 x 8750（SM490YB）

1-L.Flg PL 680 x 21 x 8275（SM490YB） 1-L.Flg PL 680 x 40 x 8750（SM490YB）

3x150=450

3
x
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5
0
=
4
50

300 300

J1 J2 J3 J4

6x7000=42000

8275 3x8750=26250 8275

400 42000 400

42800

配置図

3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）
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下止水板

上止水板

2-PL 20 x 9 x 481
2-PL 20 x 9 x 471

50 255 150 150 12x300=3600 13x350=455013x300=3900 275

主桁G2（その1）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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主桁G2（その2）S=1:30

1400 3x1800=5400 1550 400 1400 3x1800=5400 1550 400
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1-Web PL 2686 x 14 x 8760（SM490YA） 1-Web PL 2684 x 14 x 8758（SM490YA）
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<8> <9> <9> <10> <10> <8>

<1>2-V.Stiff PL 280 x 25 x 2678
<2>4-V.Stiff PL 150 x 12 x 2578
<3>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 824
<4>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<5>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<6>2-V.Stiff PL 280 x 25 x 2678
<7>4-V.Stiff PL 150 x 12 x 2578
<8>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 824
<9>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<10>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668

130-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

135-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

C3 C4J2 J3 J4

1-U.Flg PL 610 x 22 x 8750（SM490YB） 1-U.Flg PL 610 x 22 x 8750（SM490YB）

1-L.Flg PL 680 x 42 x 8750（SM520C-H） 1-L.Flg PL 680 x 40 x 8750（SM490YB）

J1 J2 J3 J4

6x7000=42000

8275 3x8750=26250 8275

400 42000 400

42800

配置図

3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）
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175175 23x350=8050 175 175175 275 13x350=4550 11x300=3300 175275

主桁G2（その2）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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主桁G2（その3）S=1:30
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<1>2-V.Stiff PL 280 x 25 x 2681
<2>3-V.Stiff PL 150 x 12 x 2581
<3>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 818
<4>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1662
<5>2-H.Stiff PL 150 x 12 x 1668
<6>1-H.Stiff PL 150 x 12 x 1359

1-Sole PL 460 x 32 x 610
4-Rib PL 280 x 25 x 1350

235-Stud φ22 x 200（SM400相当品）
10-PL 100 x 9 x 120
10-PL 100 x 9 x 120

C5
S2

J4

1-U.Flg PL 610 x 19 x 8275（SM490YB）

1-L.Flg PL 680 x 21 x 8275（SM490YB）
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8275 3x8750=26250 8275

400 42000 400
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配置図

3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）
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主桁G2（その3）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）
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図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
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図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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3. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）
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中央コンサルタンツ株式会社
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後沢橋（鋼上部工）工事
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図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
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東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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4. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）

3.  　は、15Cカット溶接後埋戻しとする。

5.※印材料は、主桁にて計上する。
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横桁図（その2）
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4. 各部詳細は、共通詳細図参照の事。

　 を示す。

注 ）

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

2. 　印はトルシア形高力ボルトM22（S10T）

3.  　は、15Cカット溶接後埋戻しとする。

5.※印材料は、主桁にて計上する。
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巻き立てコンクリート（その1）
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注 ）

  1.鉄筋の材質は全てSD345とする。

  2.コンクリートはA1-1(σck=30N/mm2）とする。
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  3.　印部はジャッキアップ位置を示す。
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記  号 径 長さ 本数 単位重量 一本重量 重  量 備  考

H1 D32 5780 72 6.23 36.01 2593
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H3 D32  860 24 5.36 129
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巻き立てコンクリート（その2）

端支点上 S2

注 ）

  1.鉄筋の材質は全てSD345とする。
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  3.　印部はジャッキアップ位置を示す。
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記  号 径 長さ 本数 単位重量 一本重量 重  量 備  考

H1 D32 5780 72 6.23 36.01 2593

H2 D32 5500 8 34.27 274

H3 D32  860 24 5.36 129
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V4-1 D22 1520 8 3.04 4.62 37

V4-2 D22 1340 8 3.04 4.07 33

V5 D22 1720 8 3.04 5.23 42

V6 D22 1860 80 3.04 5.65 452

Σ = 5893 kg

鉄筋総重量

D22 (SD345) = 2049 kg

D32 (SD345) = 3844 kg

合　計 = 5893 kg

6.23

6.23

6.23

6.23

6.23

V1 D22

2
3
0
0

4
0
0

巻き立てコンクリート（その2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:30

  2.コンクリートはA1-1(σck=30N/mm2）とする。
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1
1
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72

7
2

D22

D32

"a"部詳細 S=1:10

1
4
5

R4
4
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巻き立てコンクリート（その3）

270 165165

B - B端支点上 S1

6
0
0

50-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）

1箇所当り

※476-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品） 22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）※ ※

スタッド配置図
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6
x
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=
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1
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1
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476-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）
22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）

22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）
※

※

注 ）

  1.コンクリートはA1-1(σck=30N/mm2)とする。

  3.　印部はジャッキアップ位置を示す。

  2.※印材料は、主桁にて計上する。

GE1

S1

C1
C2

C3
C4

C5

S2

GE2

G
1

G
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G
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5
6
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5
6
0
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5
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5
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6x7000=42000
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配置図

1
6
5
0

4
0
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4
0
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2
7
0
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G1 G2 G3

4
0
0

2
3
0
0

4
0
0

巻き立てコンクリート（その3）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:30

1
0

1
5
0

φ22

スタッドジベル詳細 S=1:5

φ35

スタッド溶接

28 / 63

28/63



A - A

C - C

巻き立てコンクリート（その4）

B - B端支点上 S2

50-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）

1箇所当り

※476-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品） 22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）※ ※

スタッド配置図
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476-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）
22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）

22-STUD　φ22 x 150（SM400相当品）
※

※

注 ）

  3.　印部はジャッキアップ位置を示す。

  2.※印材料は、主桁にて計上する。
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配置図
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巻き立てコンクリート（その4）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:30

  1.コンクリートはA1-1(σck=30N/mm2)とする。

1
0

1
5
0

φ22

スタッドジベル詳細 S=1:5

φ35

スタッド溶接
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支承詳細図（その1）
支承 Ｅ－３

10 M27x45六角穴付ボルト 強度区分 10.9

9 M33x75六角ボルト 強度区分 10.9

平座金 33x62x6.0

設 計 条 件

アンカーボルト7

せん断キー SM490A6

C1

C1

1
0
3

φ200

S35CN+SR235

5

φ830

φ577

∅7
30

1 1 °
1 5 '

22°
30'

22°
30'

22°30'

11°15'

6
5

∅36

16-φ36キリ

φ577

φ625

1 高面圧ゴム支承　CR+SM490A+CFRP

4 下　　沓　SM490A

φ730

4
0

8
5
0

850

1
1
°

1
5
'

22°
30'

22°
30'

22°30'

11°15'

φ440

1
0

12-φ36キリ

∅4
40

2 上　　沓　SM490A

12-M27
ねじ深30

1
0

φ201

2
9

φ590

3@100=300

3
@
1
0
0
=
3
00

6
5

φ543

φ590

70°
0'0"

φ440

3 ベースプレート　SM490A

5
0

8
7
0

870

2
@
2
7
5
=
5
5
0

2@275=550

8-M52 12-M33
ねじ深29

8 M33x100六角ボルト 強度区分 10.9

平座金 33x62x6.0

5
8
0

5
0

50 580 50

16-M33
ねじ深40

60 580

6
0

8
5

ねじ深50
(貫通)

φ36

内部補強板(CFRP) t = 1.7mm

軟質ゴム(CR) te = 16mm x 2層

6
2

φ430

上下鋼板(SM490A) t = 12mm

G10

φ76

7

φ76

7

φ76

5

橋 軸 方 向橋 軸 直 角 方 向

1

9

8

6

7

13

5

2

4

3

(貫通)

せん断キー SM490A11

C1

C1

1
1

φ75

2
2

70°
0'0"

11

S=1:15

拘束リングプレート SM490A 又は
S35CN相当以上

15

1
5

コーキング処理

水抜き溝

(四方)

13 M33xL六角ボルト 強度区分 10.9

平座金 33x62x6.0

取付プレート SM490A12

12-M33
ねじ深45
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位　置　図
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M

6
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4
5

※【　】内寸法は、防錆処理を考慮した構造高を示す。

2@275=550

870

1

2

12-----六角穴付ボルト

25.4せん断キー

S35CN+SR235

座金付12 10.7-----六角ボルト

アンカーボルト 8

橋軸直角方向

上　向　き　の　地　震　力

橋 軸 方 向

死　　荷　　重　　反　　力

Ru

Rheq1

Rd

Rmax2最　大　反　力　回転照査用

1016.3

5

部番 品   名 材   質 個数 備   考

1 高面圧ゴム支承 CR+SM490A+CFRP 1

3

8

拘束リングプレート 1

全質量  (kg)

34.5

122.3

質 量(kg)

材 料 表

9

93.3

SM490A

3.7

Rmax最　大　反　力

最　　　　　　　大
水　　　平　　　力

照　　　査　　　荷　　　重 Rl

Rheq2

反

力

橋軸直角方向

橋 軸 方 向

照 査 荷 重 時 の 変 位 量 δcl

水　　　平
変　位　量

回　　転　　変　　位　　量 δr変

位

量

地震時

常　　時　橋 軸 方 向 ΔL1

ΔLe1

ΔLe2

CR Ge=1.0N/mm2

916　kN

539　kN

2047　kN

1710　kN

2522　kN

2703　kN

497　kN

-　mm

-　mm

0.49  mm

0.35　mm

0　mm

座金付-----六角ボルト

7

6

ベースプレート SM490A 1 288.1

上　　沓 SM490A 1 106.9

10

16 16.8

4 下　　沓 SM490A 1 206.6

2 0.8せん断キー SM490A11

SM490A 又は
S35CN相当以上

12-----六角ボルト ---- 座金付13

1 107.2取付プレート SM490A12

注)1. ◎印はST-SGN12仕様とし、ボルト類はMEL・N12仕様とする

注)6. 高面圧ゴム支承の質量は参考質量とする

注)5. 下沓に高面圧ゴム支承を設置後、隙間をコーキング処理すること

注)3. 部番 10 は、黒色酸化皮膜処理とする

注)2. ○印はSGめっき仕様とする

注)7. 製作・施工に必要なアイボルト穴は適宜設けること

注)4. 支承組立後、防錆表面処理剤を塗布すること

支承詳細図（その1）

S=1:15

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

【 A1橋台：固定支承 】
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支承 Ｅ－４

位　置　図

A1

F

A2

M

10 M27xL六角ボルト 強度区分 10.9

9 M27x85六角ボルト 強度区分 10.9

平座金 27x50x4.5

設 計 条 件

平座金

8 M36x75六角ボルト 強度区分 10.9

平座金 36x68x6.0
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体
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1
4
7
.
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55 3@90=270 55

7
5

134.7

147.8
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°
0'
0"

75

5 480 5

2
0

5
7
0

2
0

SUS316
480x570x4

11
0°

0'
0"

7

せん断キー SM490A6

サイドブロック SM490A5

1 高面圧ゴム支承　CR+SM490A+CFRP+PTFE

4 固定枠プレート SM490A

2 上　沓　SM490A+SUS316

3 ベースプレート　SM490A
(ボルト固定)

ねじ深45
(貫通)

1
5

3
@
1
8
0
=
5
4
0

1
5

20 20

12-M6
ねじ深10

(下面から)

PTFE t = 1mm
接着層1mm

C1

3
4

φ150

72.8

105 105

3@150=450

内部補強板(CFRP) t = 1.7mm

軟質ゴム(CR) te = 16mm x 2層

φ430

6
2

φ400

φ430

上下鋼板(SM490A) t = 12mm

G10

2
2

3
@
1
5
0
=
4
5
0

4
5

4
5

アンカーボルト SD345

15

1
5

面取り加工

水抜き溝
(四方)
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5
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4
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5
5
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7
2
.
8

45 60070 4570

橋
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方

 向

4-φ39キリ
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※【　】内寸法は、防錆処理を考慮した構造高を示す。

27x50x4.5

支承詳細図（その2） S=1:15

1

2

8-----六角ボルト

4.7せん断キー

SD345

座金付8 4.6-----六角ボルト

アンカーボルト 4

橋軸直角方向

上　向　き　の　地　震　力

橋 軸 方 向

死　　荷　　重　　反　　力

Ru

Rheq1

Rd

Rmax2最　大　反　力　回転照査用

910.5

5

部番 品   名 材   質 個数 備   考

1 高面圧すべりゴム支承 1

3

8

サイドブロック SM490A 2

全質量  (kg)

34.4

27.6

質 量(kg)

材 料 表

9

35.0

SM490A

----

Rmax最　大　反　力

最　　　　　　　大
水　　　平　　　力

照　　　査　　　荷　　　重 Rl

Rheq2

反

力

橋軸直角方向

橋 軸 方 向

照 査 荷 重 時 の 変 位 量 δcl

水　　　平
変　位　量

回　　転　　変　　位　　量 δr変

位

量

地震時

常　　時　橋 軸 方 向 ΔL1

ΔLe1

ΔLe2

CR Ge=1.0N/mm2

座金付

座金付-----六角ボルト

7

6

ベースプレート SM490A 1 170.7

上　　沓 SM490A+SUS316 1 135.3

10

8 8.7

4 固定枠プレート SM490A 1 129.6

916　kN

539　kN

180　kN

1710　kN

2522　kN

2703　kN

497　kN

-　mm

-　mm

0.49  mm

0.35　mm

54　mm

注)1. ◎印はST-SGN12仕様とし、ボルト類はMEL・N12仕様とする

注)4. 高面圧ゴム支承の質量は参考質量とする

注)2. ○印はSGめっき仕様とする

注)5. 製作・施工に必要なアイボルト穴は適宜設けること

注)3. 支承組立後、防錆表面処理剤を塗布すること

支承詳細図（その2）

S=1:15

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

【 A2橋台：可動支承 】
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鋼製排水溝詳細図（その1）

※　鋼製排水溝延長は実長寸法を示す。（縦断勾配考慮）

S=1/150鋼製排水溝設置図

CL

A1 A2

1500 1500

20010051005200

B B1A1A

11995259961205 1205

1001200100 1200 鋼製排水溝延長 40401
(225x210 h=55)

43001(L2上実長)

1500

1005200

1500

2001005

B1 BAA1

11995259961205 1205

1001200100 1200

43001(R2上実長)

A1 A2

Dr1 Dr2

Dr3 Dr4

V.C.L=60m

i=1.000
%

鋼製排水溝延長 40401
(225x210 h=55)

・鋼製排水溝は、取替え可能仕様とし、取り外しが容易である事。

・排水溝流末部本体と流末管は、水漏れ対策として一体構造とする。

鋼製排水溝　数量表
寸　　法 延　長（ｍ）

標準部

記　　事ドレン符号

A

B

225x210     h=55

2.410225x210     h=55

37.991

流　末　管　(Dr1～Dr4)

※　ｈは，鋼製排水溝の埋込深さを示す。

合　計

4　ヶ　所

80.802

本体はHZA50A「主要部材の平均膜厚50μｍ以上」とし、ボルト、ナット類は、

本体は、その上にナイロンコーティング（ナイロン12）は平均膜厚300μｍ以上とする。

・製品の表面処理は「JIS H 8643」溶融亜鉛アルミニウム合金めっき(Mg入り)とし、

・フタは跳ね上がり防止機能を有し、跳ね上がり防止機能は流水範囲に

・フタは１セット毎に開口及び立てかけ可能な事。

仕様特記

　位置しない事。

流末部、End PL付 HZA36A「平均膜厚36μｍ以上」とする。
標準部A1

B1

225x210     h=55

2.410225x210     h=55

37.991

流末部、End PL付

CROWN

・視線誘導反射体内蔵型とする。

鋼製排水溝断面図 S=1/6

標準部

※フタは１セット毎に開口及び立てかけ可能

※フタは跳ね上がり防止機能付き

清掃時断面図 S=1/6

25

約5

据付後シール材施工のこと

継ぎ手目地詳細図

63.2

125

4.5

溶接

5
5

2
1
0

225

100

1
8
0

3
0

（施工用鉄筋）

通し鉄筋D13

敷きモルタル(エポキシ系樹脂モルタル）

チェーン

反射板

鋼製排水溝断面図

5
0

63.2

100125

1
8
0

3
0

5
5

2
1
0

2254.5

（施工用鉄筋）

溶接

通し鉄筋D13

S=1/6

流末部 Dr1～Dr4

139.5 125

264.5

∅165.2

3
5

4
1
6

2
0
0

反射板

230 100

鋼製排水溝詳細図（その1）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工　ｔ=40（別途工事）

アスファルトコンクリート表層工　　　　　　　ｔ=40（別途工事）

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工　ｔ=40（別途工事）

アスファルトコンクリート表層工　　　　　　　ｔ=40（別途工事)

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工　ｔ=40（別途工事）

アスファルトコンクリート表層工　　　　　　　ｔ=40（別途工事）
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鋼製排水溝詳細図（その2）

材料表 流末管　Dr1～Dr4

寸法符号 重量(kg)

1

3

2

4-RB  ∅9x100

合計

0.20

※特記なき材質は全てSS400とする。
※寸法表記のPLは、FBを含む。

1-GP  ∅165.2x5.0x416   (150A:SGP) 8.24

1-PL  340x264.5x50x4.5 5.12

13.6

S=1/6

流末管　Dr1～Dr4

流末管詳細図

吊り穴用

吊り穴用

1

2

3

∅165.2

125 139.5

264.5

5
0

1
0
0

100 100

4
1
6

∅165.2

170 170

340

10
111

14

A-225x210x1200

本体固定用穴

鋼製排水溝詳細図

h=55 標準部

排水性舗装用穴
6-∅20

5

6

A
3

2

9

4

8

7

13

ｱﾝｶｰ詳細

12

S=1/10

※ 破線は流末管を示す｡

15

連結部品詳細

4.5t

本体固定用穴

A部詳細図

鋼製排水溝詳細図

h=55 流末部

B-225x210x1205

S=1/10

2 4

3

6 10
111

9

7

8

総重量

4-RB ∅9×135

3-L 40×40×5.0×40

2-PL 50×4.5×56

1-PL 32×4.5×32

4-PL 60×35×40×3.2(HDZ35)

4-ｾﾗﾐｯｸｲﾝｻｰﾄ M12

3-PL 25×12×31.5

1-Chain ∅4×200 ｼｬｯｸﾙ付 (SUS)

4-Bolt M12×65(SUS)SW,PW付

13

14

m重量

10

11

12

 8

 9

 7

※ｱﾝｶｰﾊﾞｰは黒皮とする｡

※特記なき材質は全てSS400とする｡
※寸法表記のPLは､FBを含む｡

  0.27

  0.20

  0.33

50.4

42.0

0.36

  0.14

0.04

0.32

0.22

0.11

A-225x210x1200 h=55

8-Bolt M12×18(角根ピン)(4.6)

3-PL 142×6.0×117

1-PL 71×6.0×1105

1-PL 358×6.0×1195

1-PL 549.5×4.5×1195

1-PL 25×3.0×549.5

符号 寸法

 3

 5

 6

 4

 2

 1

材料表
重量(kg)

0.24

0.32

  3.48

20.1

  1.08

23.2

B-225x210x1205 h=55

総重量

m重量

寸法

8-Bolt M12×18(角根ピン)(4.6)

3-L 40×40×5.0×40

2-PL 50×4.5×56

1-PL 32×4.5×32

4-PL 60×35×40×3.2(HDZ35)

4-RB ∅9×135

4-ｾﾗﾐｯｸｲﾝｻｰﾄ M12

3-PL 142×6.0×117

1-PL 71×6.0×1105

1-PL 358×6.0×1195

1-PL 549.5×4.5×1202.5(End PL付)

1-PL 25×3.0×549.5

2-PL 25×12×31.5

  PL 287x216.5x50x4.5

1-Chain ∅4×200 ｼｬｯｸﾙ付 (SUS)

4-Bolt M12×65(SUS)SW,PW付
14

15

11

13

12

 9

10

 8

 1

 6

 7

 5

 3

 4

 2

符号

材料表

※特記なき材質は全てSS400とする｡
※寸法表記のPLは､FBを含む｡
※ｱﾝｶｰﾊﾞｰは黒皮とする｡

  0.20

55.4

46.0

1.73

  0.33

0.15

  0.27

0.32

  0.14

0.36

0.04

26.5

20.1

0.24

0.11

0.32

  3.48

  1.08

重量(kg)

4-∅15

継ぎ手

継ぎ手

反射板

4-∅15

5継ぎ手

排水性舗装用穴
6-∅20

End PL付
反射板

継ぎ手

連結部品

A

45 1105 45

72.535035035072.5

4
.
5

2
2
5 2
0

3
01
0
0

1
2
5

72.5 72.5

100100100100 125 50 50 50 50115 115 115 125

350350350

2.5 1195 2.5

2.5 1195 2.5

247.5 350 350 247.5

227.5 227.5403104031040

135100100135

1
5
0

3
0

8
5

3
0

270112.5

142.5 455 455 142.5

112.52708027080270

4.5225

100 125

1
5
0

8
5

3
0

2
1
0

h
=
5
5

1
8
0

3
0

75

40

75

40

1
5
0

8
5

3
0

4.5225

100 125

2
1
0

h
=
5
5

1
8
0

3
0

1
5
0

3
0

8
5

3
0

1195 2.5

255 350350 247.5

235 227.540 310 40 310 40

135100 100142.5

6
0

150150

200 1202.5

4
.
5

2
2
5 2
0

3
01
0
0

1
2
5

45

72.5

52.5

80

72.5

100100 10012550505050 115115115125

350 350 350

1202.5 2.5

107.5

80

2
5

3
5

4
0

287 216.5

5
0

247 2020

58.5 58.570

30 30

R15

1
0

30

35

3
2
.
5

1105

350 350 350

※ A1-225x210x1200　h=55 ・・・ 50.4kg(42.0kg/m)

　 A1は、Aに対して線対称とする。

※ B1-225x210x1200　h=55 ・・・ 55.4kg(46.0kg/m)

　 B1は、Bに対して線対称とする。

※R15穴は片側のみ。

鋼製排水溝詳細図（その2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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φ216

直管詳細

製作数：2

S=1:20

製作数：2

L1

1-VP 200Ax4000(スリーブ付)

  1  　

2
0
0

4
0
0
0

加工管詳細 S=1:20

2
0
0

6
0
0

1
0
5
0

1484.9

1
3
1
0

R600

φ216

135°

135°

1050

R60
0

3
1
0

5
0
0

2
4
3
2

500

製作数：2

L2

φ60

707.1

2
0
0

1
4
5
2
(
1
4
9
0)

2
5
0

2
0
0

1
0
0
2
(
1
0
4
0)

φ216

200

製作数：各1

L3 ,( L4 )

283

縦引き用金具 S=1:10

3
3
0

80 320 80

480

40 40 4040

80 320 80

480

40 40 4040
6

φ
21
6

6

66
6

φ18孔

製作数：2

H1

B - B

A

A

φ14孔

1
0
0 5
0

5
0

200

40 120 40

A - A

3
3
0

1
0
0

2
5

5
0

2
5

8
5
0

2
8
3
.
2

9
0 2
0

7
0 3
0

4
0

8
5
0

2
6
0
.
8

1
0
0

2-PL 100x8x200(SM400A)

2-PL 80x8x92(SM400A)

1-PL 80x6x363

1-PL 80x6x341

2-PL 100x6x595

103 8 89

6-BN　M16x45(2-W付)

4-打込式アンカー M12x100

BB

製作数：8

K1

2
0
0

1
0
8

3
0
8 φ
21
6

6

1
0
0

2
5

5
0

2
5

30 30

60 228 60

30 30

348

φ14孔

6
1
8
5
.
5

6

9
9
.
5

6
8
0

35 45

80 228 80

1
0
0

2
5

5
0

2
5

3545

216 6 4545 6

318 3535

388

388

φ18x40長孔

1-FB 100x6x466

2-FB 100x6x350

1-FB 100x6x216

4-BN　M12x40(1-W,1-SW付)

4-打込式アンカー M16x100

56

φ18x38長孔(金具側)
φ18孔(Conn.PL側) 6 8

4

4

φ290

φ219

6
3
7
.
5

2
2
5

2
1
4

1
9
8
.
5

φ216

伸縮管継手詳細図 S=1:10

製作数：2

EX1

2
0
0

2
7
4

1
1
5

2
4
8
.
5

製作数：4

B1

φ
21
6

6

1
0

6

25 288

1
0
0

2
5

5
0

2
5

25

25

600

100 6.5

3
0
0

3
0
040

140

40 3070

9

4

6

1
0
0

2
5

5
0

2
5

144 40 254.5 55

600

2-PL 100x6x450

2-PL 100x6x547

2-PL 100x9x140(SM400A)

2-BN　M16x50(2-W付)

4-BN　M16x45(2-W,2-SW付)

2-BN　M16x55(2-W,2-SW付)

※

M16x50(2-W付)

M16x55(2-W,2-SW付)

φ18孔

φ18x38長孔(Conn.PL側)
φ18孔(金具側)
M16x45(2-W,2-SW付)

φ18孔

排水装置（その1）

S=1:50

445 1050

4
0
5

6
0
0

600

1
0
5
0

26.174

2
7
6
0

1
1
1
0

4
3
9

5
2
9
0

29.778

3
8
0
0

1
4
5
2

1
0
0
0

1
5
5
0

1
5
5
0

5
0
0

6
5
2

A1橋台

445600 1050

4
0
5

6
0
0

1
0
5
0

2
7
6
0

26.174

1
1
1
0

4
3
9

5
2
5
2

3
3
0

3
3
0

3
8
0
0

1
4
9
0

1
0
0
0

1
5
5
0

1
5
5
0

5
0
0

6
9
0

29.778

正 面 図

平 面 図

断 面 図

15390

15390

4451050

2
0
0

1
8
0
0

A
2
橋

台

B1  4 - 取付金具

K1  8 - 取付金具

EX1 2 - 伸縮管継手

L1  2-曲管(VP200A)

1 2-VP 200Ax4000(スリーブ付)

K1

K1

K1

K1

B1

B1

L4

1

K1

K1

K1

K1

B1

B1

L3

L1

H1  2 - 取付金具

EX1

G1 G2 G3

G1 G2 G3

1. 特記なき材質は全てSS400とする。
注記）

2. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

H1 H1

1
4
7

3
3
5
5

L1

1
4
7

3
3
5
5

5
0

5
9

5
0
0

5
9

3
0

5
0
0

3
0

S2  4 - 取付金具

 6 - 90°エルボ

3

2-VP 50Ax18852

S1 10 - 取付金具

3

4

2-VP 50Ax434

2-VP 50Ax891

4

1082413

1082

924 158

90°エルボ

500

1

EX1

1082 413

1082

924158

90°エルボ

500

S2

S1

S1

S2

S1

3

5
0
0

4131082

500582

S2
S1

"a" "a"

 2 - フレキシブルチューブ φ20x1300

9
5
0

8
5
0

8
8
5
6

L2 L2

S1

S2 4S2

26.174

29.77829.768

19.698

4
3
9

5
2
5
2
(
5
2
9
0)

3
6
0
4

3
8
0
0

1
4
5
2
(
1
4
9
0)

200

500 950 300

1951

5
0
0

2
5
0
2
5
0

90°エルボ

90°エルボ

2 S1S1

6
0
0

1
0
5
0

1
1
1
0

3
2
7
5

2
0
0

1
1
2
5

1
5
0
0

S1

S1

S1

200

100 1400

A1橋台 A2橋台

50

400 1000

  DR-L1 <  DR-R1 >

   SDL1 <   SDR1 >

フレキシブルチューブ
φ20 L=1300

5
0
0

50050

"b"

3
0
0
4
0
0

3
0
0
4
0
0

5
0

3
0
0

1
0
0

4
0
0

S1

S1

S1

5
0

2
4
6
5

5
0
0

3
1
0

250

路面上 橋台上

5
0
0

5
0

3
5
0

413

445 100

S1

A1 GE1

S1

伸縮装置

L2  2-曲管(VP50A)

L2

i=0.300%

400

5
0
0

1
0
0
2
(
1
0
4
0
)

2
0
0

2
5
0

5
0
0

5
0
0

L3  1-曲管(VP200A)

L4  1-曲管(VP200A)

排水装置（その1）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:50

S=1:50

製作数：10<4>

  S1 <

35 66.4 35

15 20 1520

136.4

3
01
5

1
5

5
0
<
2
0
0
>

φ8孔

φ60

1-PL 30x3.2x271<571>

1-PL 30x3.2x60

2-アンカーボルト M6x45(SUS304)

取付金具詳細 S=1:5

  S2 >

3
.
2

3

※

90°エルボ S=1:5

5
8

VP50用
製作数：6

3
3

58

33

VP50A取付

"a"部詳細 S=1:5

φ
7
6

1-VP 65Ax100

100

50

VP 50A
塩ビ溶接

シール材充填

VP 65A

フレキシブルチューブ取付

"b"部詳細 S=1:5

シール材充填

φ20
フレキシブルチューブ

製作数：2

φ
6
0
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直管詳細

製作数：2

S=1:20

製作数：2

L1

1-VP 200Ax4000(スリーブ付)

  1  　

2
0
0

4
0
0
0

加工管詳細 S=1:20

2
0
0

6
0
0

1
0
5
0

1484.9

1
3
0
3

R600

φ216

135°

135°

1050

R60
0

3
1
0

5
0
0

2
4
2
6

500

製作数：2

L2

φ60

707.1

2
0
0

1
2
7
4
(
1
3
1
4
)

2
5
0

2
0
0

8
2
4
(
8
6
4
)

φ216

200

製作数：各1

L3 ,( L4 )

283

S=1:10

3
3
0

80 320 80

480

4040 4040

80

取付金具

80

480

320

40 40
6

φ
21
6

40 40

6

6

φ18孔

6
6

B - B

A

A

製作数：2

H1

φ14孔

1
0
0 5
0

5
0

40 120 40

200

3
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0

1
0
0
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5

5
0

8
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5
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3
.
2
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0 2
0

7
0
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0

3
0
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0
.
8

1
0
0

8

4
0

5
0

2-PL 80x8x92(SM400A)

1-PL 80x6x363

1-PL 80x6x341

2-PL 100x6x595

A - A

8103

B

89

K1

3
0
8

2-PL 100x8x200(SM400A)

6

2
0
0

1
0
8

φ
21
6

6-BN　M16x45(2-W付)

4-打込式アンカー M12x100

5
0

B 30

製作数：8

1
0
0

2
5

228

30

2
5

60

φ14孔

30 30

60

6

9
9
.
5

6

348

6

35

1
8
5
.
5

45

228

8
0

1
0
0

80

2
5

80

2
5

5
0

216 6

45

45 6

35

45

31835 35

388

388

6

φ18x38長孔(金具側)

φ18x40長孔

8

5

6φ18孔(Conn.PL側)

4

1-FB 100x6x466

2-FB 100x6x350

1-FB 100x6x216

4-BN　M12x40(1-W,1-SW付)

4-打込式アンカー M16x100

4

製作数：2

EX1

φ290

2
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1
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8
.
5

φ219

6
3
7
.
5

2
1
4

φ216

2
0
0

2
4
8
.
5

2
7
4

1
1
5

伸縮管継手詳細図 S=1:10

B1

製作数：4

φ
21
6

6

1
0

6

25 288

1
0
0

2
5

5
0

2
5

25

25

600

100 6.5

3
0
0

3
0
040

140

40 3070

9

4

6

1
0
0

2
5

5
0

2
5

144 40 254.5 55

600

2-PL 100x6x450

2-PL 100x6x547

2-PL 100x9x140(SM400A)

2-BN　M16x50(2-W付)

4-BN　M16x45(2-W,2-SW付)

2-BN　M16x55(2-W,2-SW付)

※

M16x50(2-W付)

M16x55(2-W,2-SW付)

φ18孔

φ18x38長孔(Conn.PL側)
φ18孔(金具側)
M16x45(2-W,2-SW付)

φ18孔

排水装置（その2）

S=1:50

445 1050
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0
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0
0
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1050 445
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3

A2橋台

5
1
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4

4
3
9

3
3
0

3
3
0

3
8
0
0

26.274

平 面 図

1
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1
4

1
0
0
0

1
5
5
0

1
5
5
0

4
0
0

6
1
4

EX1

29.871

15390

正 面 図 断 面 図

B1  4 - 取付金具

K1  8 - 取付金具

2 - 伸縮管継手

K1

L1  2-曲管(VP200A)

1 2-VP 200x4000(スリーブ付)

1

K1

K1

K1

B1

B1

L4

1

K1

K1

K1

K1

B1

B1

L3

H1  2 - 取付金具

G1 G2 G3

H1 H1

3

90°エルボ

S2

S1

"a"

EX1

1
4
7

5
9

3
3
4
8

5
0
0

3
0

S1

1082

S1

413

1082

924 158

500

 6 - 90°エルボ

3

2

L1

S2  4 - 取付金具

2-VP 50Ax1885

S1 10 - 取付金具

4

2-VP 50Ax434

2-VP 50Ax891

5
9

1
4
7

3
3
4
8

5
0
0

3
0

1082

924158

90°エルボ

EX1

1082

S1

413

500

S1

S2

S1

3

"a"

 2 - フレキシブルチューブ φ20x1300

L2 L2

4 S2 4S2

29.871

200

4
3
9

5
0
7
4
(
5
1
1
4)

6
0
0

1
0
5
0

1
1
0
3

2
7
5
3

3
8
0
0

90°エルボ

90°エルボ

5
0
0 2
5
0

2
5
0

501750200

500950300

1951

2

"b"

S1S1

19.788

4
0
5

1001400

A2橋台A1橋台

1000 50450

  DR-L2 <  DR-R2 >

   SDL2 <   SDR2 >

3
2
6
9

1
1
1
9

2
0
0

S1

3
1
0

5
0
0

2
4
6
0

5
0

S1

S1

1
5
0
0

5
0
0

250

フレキシブルチューブ
φ20 L=1300

S2

29.859

L2

L2  2-曲管(VP50A)

15390

4451050
2
0
0

1
8
0
0

A
1
橋

台

G1 G2 G3

5
0

5
0
0

4131082

500582

S2
S1 9

5
0

8
5
0

S1

5
0

3
0
0

1
0
0

4
0
0

路面上 橋台上

5
0
0

5
0

3
5
0

413

445
100

S2

A2 GE2 伸縮装置

26.274

3
0
04
0
0

3
0
0
4
0
0

L1

i=0.300%

L3  1-曲管(VP200A)

L4  1-曲管(VP200A)

5
0
0

5
0
0

1
2
7
4
(
1
3
1
4)

8
2
4
(
8
6
4)

2
0
0

2
5
0

400

排水装置（その2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:50

S=1:50

1. 特記なき材質は全てSS400とする。
注記）

2. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

  S1 <

製作数：10<4>

取付金具詳細

  S2 >

S=1:5

35 66.4 35

15 20 1520

136.4

3
01
5

1
5

5
0
<
2
0
0
>

φ8孔

φ60

1-PL 30x3.2x271<571>

1-PL 30x3.2x60

2-アンカーボルト M6x45(SUS304)

3
.
2

3

※

VP50A取付

"a"部詳細 S=1:5

フレキシブルチューブ取付

"b"部詳細 S=1:5

シール材充填

φ20
フレキシブルチューブ

φ
6
0

φ
7
6

1-VP 65Ax100

100

50

VP 50A
塩ビ溶接

シール材充填

VP 65A

製作数：2

90°エルボ S=1:5

5
8

製作数：6

3
3

58

33

VP50用
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排水装置（その3）
S=1:100橋面排水工

1
5
3
9
0

4
4
5

6
7
5
0

6
7
5
0

4
4
5

100 桁長(CL上) 42800 100

橋長(CL上) 43000

350

1
0
0
0

42100 350

L1
L2

2
0
9
5

L3

R3

G1

G2

5
6
0
0

5
6
0
0

2
0
9
5

R2
R1

G3

CL

GE1

A1

S1

400 支間長(CL上) 42000 400

200

1200

鋼製排水溝

鋼製排水溝

DR-R1

A2

200

1200

排水パイプ

DR-L1

排水パイプ

DR-L2

DR-R2

GE2

S2
排水パイプ

排水パイプ

42100

40400

200

100 100

200350
850

350
850

伸縮装置伸縮装置

42100

1
0
0 1
0
0

排水装置（その3）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

<ゴムパッキン付き>

S=1:5排水パイプ詳細図
製作数：4

ニッケルクロムメッキ PF3/4

袋ナット(C3604)4号

フレキシブル管(SUS304)4号
外径φ20.2、内径φ16.2

伸縮装置

φ100

φ60

SDキャップ(耐熱用)

5

1
0

2
0

2
5
8

床
版

厚

床版防水工（別途工事）

φ
6
0

φ
3
4

φ
1
8

コンクリート打設後

吸出し防止材

スプリングフィルター(SUS304)

250

φ43

1
8

床版配筋

床版下面

取付用パイプ

3
5

固定金具

橋軸方向

12044

2
7

3
5

1
8

φ40

8
0

取付用パイプ 排水パイプ固定金具
製作数：4

φ
6

製作数：8

床版排水処理工数量表
名　　称 単位 数　量 備　　考

箇所 4排水パイプ床版排水処理工 Ａ

項　　目

床版排水処理工 Ｂ m φ20 SUS304　袋ナット付5.2フレキシブルチューブ管 フレキシブルチューブ管詳細 S=1:5

3
0

L

4-フレキシブルチューブ φ20x1300

袋ナット(C3604)4号

<ゴムパッキン付き>

ニッケルクロムメッキ PF3/4

L
C

合成床版t=250mm

2% 2%

FH FH

4456000445

15390

2500 6000

2500 3500 750 1000 750 3500 2500

断面図 S=1:60

L1

L2

R1

R2

L3 R3

2% 2%

調整コンクリートt=0～135mm

G1 G2 G3
アスファルトコンクリート表層工　　　　　　　ｔ=40（別途工事）
アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工　ｔ=40（別途工事）
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壁高欄配筋図(その1)

S=1:30

87.5 8x125=1000 42x125=5250 62.5

6400

42800

Vカット間隔(L1,R1上)

鉄筋間隔

桁 長 (L1,R1上)

1
2
3
0

3
x
1
0
0

=
3
0
0

3
x
1
9
0

=
5
7
0

1
1
5

2
5
0

9
8
0

5

GE1

TYPE-A

製作数：2

79x125=987562.5 62.5

10000

42800

TYPE-C

製作数：6

Vカット間隔(L1,R1上)

鉄筋間隔(L1,R1上)

桁 長 (L1,R1上)

1
2
3
0

3
x
1
0
0

=
3
0
0

3
x
1
9
0

=
5
7
0

1
1
5

2
5
0

9
8
0

5

62.5 8x125=1000 87.5

6400

42800 GE2

42x125=5250

TYPE-B

製作数：2

Vカット間隔(L1,R1上)

鉄筋間隔

桁 長 (L1,R1上)

1
2
3
0

3
x
1
0
0

=
3
0
0

3
x
1
9
0

=
5
7
0

1
1
5

2
5
0

9
8
0

5

W1 -1,2,3 D16

K2 D13

W2 -1,2,3 D13

K3 D13

W1 -1,2,3 D16

壁高欄配筋図

鋼製排水構範囲 1200 設置範囲 40400

鋼製排水構範囲 設置範囲 40400 1200

鋼製排水構範囲 設置範囲 40400

W2 -1,2,3 D13

W2 -1,2,3 D13

A B壁高欄断面種類

壁高欄断面種類 B A

壁高欄断面種類 B

K1 D13

K1 D13

K2 D13

2. コンクリートはA1-4(σck=30N/mm2)とする。

1. 鉄筋の材質は全てSD345とする｡

注 ）

3. 壁高欄天端には落下物防止柵が取り付く為

   アンカーボルトを先埋めしておくこと。

X1 D13

X1 D13

X1 D13 X1 D13

K4 D13

K4 D13

K4 D13

壁高欄配筋図（その1）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

平 面 図

L1
L2

L3
R3

R2
R1

GE1

A1

GE2

A2

100 42800

43000橋 長 (L1,R1上)

桁 長 (L1,R1上) 100

1
5
3
9
0

6
7
5
0

4
4
5

4
4
5

7
6
9
5

7
6
9
5

CL

1
0
0
0

6
7
5
0

6400

TYPE-A

10000

TYPE-C

10000

TYPE-C

10000

TYPE-C

6400

TYPE-B
Vカット間隔(L1,R1上)

1200 設置範囲 40400 1200鋼製排水構範囲

S=1:30

壁高欄断面図

250

445

195

125

2.0%

70

3
x
1
9
0

=
5
7
0

1
1
5

3
x
1
0
0

=
3
0
0

7878

9
8
5

2
5
0

A:補強範囲一般部

2
0

※R側はL側の対称構造とする。

1
2
3
5

S=1:20

(  R1  )
L1

(  R2  )
L2

1
8
0

6
9
0

3
0

9
0
0

5
8
0

2
5
0

2
9
0

D13K2

-1 D16W1

-2 D16W1

-3 D16W1

240

2
0

4
8
0

2
4
0

4
0
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445
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x
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=
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1
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0

=
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5

2
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B:一般部

D13

2
0

1
2
3
5

77 77

K3

(  R1  )
L1

(  R2  )
L2

1
8
0

6
9
0

3
0

9
0
0

5
8
0

2
5
0

2
9
0

-2 D13W2

-3 D13W2

-1 D13W2

4
0

2
0

3
9
0

1
9
5

195

(鋼製排水範囲)

D13K1

D13K4

K2 ,

D13K4

150 150

7
8 7
7

Vカット部

250

445

1
8
0

195

6
9
0

125

2.0%

3
0

70

9
0
0

9
8
5

2
5
0

LEVEL

2
0

5

1
2
3
0

5

2
0

30

3
0

S=1:20

3
0

30 30

2
5
9
.
6
～

3
1
8
.
5

9
3

7
4
.
2

～
1
3
3 9
2
.
5

Vカット詳細図 S=1:10

90°

460

（エポキシ系塗装鉄筋）

　　D13エポキシ系塗装鉄筋

(  R1  )
L1

X1

弾性シール材
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鉄筋加工図

-1W2 324 - D13x1880 -2W2 324 - D13x1460

8
8
3

104

8
8
8

90
°

95°47'34"

217

6
2
0

6
2
4

90°

84°12'26"

-1W1 18 - D16x1870 -2W1 18 - D16x1640 -3W1 18 - D16x1310

102

8
8
2

8
8
7

90
°

95°47'34"

214

7
1
0

7
1
4

90°

84°12'26"

2
4
0

2
9
6

240

535
1
45
°
1
3
'
2
0
"

145°13'20"

90°

L

K1   2 - D13x1100

K2  20 - D13x6300

-3W2 324 - D13x1190

1
9
5

347

4
5
3

195

1
4
5
°
1
3
'
2
0" 151°0'54"

K3  30 - D13x9900

壁高欄配筋図(その2) S=1:20

(1箇所当たり:計2箇所)

鉄筋材料表

95°47'34"

記  号 径 長さ 本数 単位重量 一本重量 重  量 備  考

壁高欄

W1-1 D16 1870 18 1.56 2.92 53

W1-2 D16 1640 18 1.56 2.56 46

W1-3 D16 1310 18 1.56 2.04 37

W2-1 D13 1880 324 0.995 1.87 606

W2-2 D13 1460 324 0.995 1.45 470

W2-3 D13 1190 324 0.995 1.18 382

K1 D13 1100 2 0.995 1.09 2

K2 D13 6300 20 0.995 6.27 125

K3 D13 9900 30 0.995 9.85 296

Σ = 2148 kg

鉄筋総重量 1箇所 2箇所

D13 (SD345) = 1969 3938 kg

D16 (SD345) = 136 272 kg

合　計 = 2148 4296 kg

7
4
.
2

～
1
3
3

 40 - D13x1080(平均長)

460 125 460

X1

X1 D13 1080 40 0.995 1.07 43 エポキシ系塗装鉄筋

D13(エポキシ系塗装鉄筋) (SD345) = 43 86 kg

390

2x11610=23220

390

42700

K4 -1

-1  6-D13x12000K4 -2  2-D13x7870K4

7675

K4 -2

390

K4 -1 K4 -1

11805

K4-1 D13 12000 6 0.995 11.94 72

K4-2 D13 7870 2 0.995 7.83 16

2. コンクリートはA1-4(σck=30N/mm2)とする。

1. 鉄筋の材質は全てSD345とする｡

注 ）

3. 壁高欄天端には落下物防止柵が取り付く為

   アンカーボルトを先埋めしておくこと。

壁高欄配筋図（その2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

14
5～

18
3

θ

 θ：149°22'28"～133°13'26"

θ
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中央分離帯配筋図

S=1:30

2. 鉄筋の材質は全てSD345とする｡

1. 「◎」印表記は、上部工工事施工鉄筋を示す。

注 ）

合成床版 t=250mm

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ t=0～135mm

2.0% 2.0%
FH FH

ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　t=80mm（別途工事）

4456000445

15390

2500 6000

2500 3500 750 1000 750 3500 2500

L1
L2

R1
R2L3 R3

断 面 図

6400

10000

6400

7
1
5

中央分離帯配筋図

50 24x250=6000 150

150

50

2
5
0

8
0

1
3
5

2
5
0

TYPE-A

製作数：1

TYPE-B

製作数：1

TYPE-C

製作数：3

50

162.5

50162.5 37x250=9250 162.5

162.5

7
1
5

2
5
0

8
0

1
3
5

2
5
0

7
1
5

2
5
0

8
0

1
3
5

2
5
0

50

150

150 24x250=6000 50

V1 D13

V2 -1 D13（別途工事） V2 -1 D13（別途工事）

V1 D13

V1 D13

V2 -2 D13（別途工事）

工場製ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石（別途工事）

敷きモルタル（別途工事）

上部工工事　鉄筋材料表

記  号 径 長さ 本数 単位重量 一本重量 重  量 備  考

中央分離帯

V2-1 D13 6300 8 0.995 6.27 50

V2-2 D13 9900 12 0.995 9.85 118

Σ = 168 kg

鉄筋総重量

D13 (SD345) = 168 kg

合　計 = 168 kg

CL

Vカット間隔(L3上)

鉄筋間隔

Vカット間隔(L3上)

鉄筋間隔

Vカット間隔(L3上)

鉄筋間隔

▽LEVEL

中央分離帯配筋図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

別途工事

記  号 径 長さ 本数 単位重量 一本重量 重  量 備  考

中央分離帯

V1 D13 2170 180 0.995 2.16 389

Σ = 389 kg

鉄筋総重量

D13 (SD345) = 389 kg

合　計 = 389 kg

S=1:30
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調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリート（別途工事）

鉄筋加工図 S=1:20

L

V2 -1  8 - D13x6300（別途工事）

V2 -2 12 - D13x9900（別途工事）

510

6
3
5

195 195

6
3
5

90
° 90°

90
° 90°

V1 180 - D13x2170

39 / 63

39/63



平 面 図
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K1 K2 K1検査路タイプ

6x7000=42000

K1 K2 K1検査路タイプ

横桁間隔 (CL上)

上部工検査路

下部工検査路

上部工検査路

上部工検査路
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STA.2+36.800

FH= 29.8980

上部工検査路（その1）
S=1:100

ステップA

ステップB

ステップB

階段工（別途工事）

階段工（別途工事）

階段工（別途工事）

下部工検査路

ステップA

ステップB

ステップB 階段工（別途工事）

階段工（別途工事）

階段工（別途工事）

上部工検査路（その1）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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S=1:100

断面図 S=1:50
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調整コンクリート t=0～135mmｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　t=80mm（別途工事）
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ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　t=80mm（別途工事）
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<製作数=8>
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5-U.BOLT 呼び 32C

2-PL 90x3.2x1420

5-PL 215x12x185(SM400A)
20-BN M16x45(2-W)2-PIPE φ21.7x1.9x6440(STK400)

2-PL 90x3.2x1703
5-L 65x65x6x1283

2-CH 125x65x6x8x6440
2-Ch.PL 642x3.2x1483(SS400相当品)

72-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 60x9x662(SM400A)

6-FB 90x9x670
2-Ch.PL 642x3.2x1709(SS400相当品) 6-L 50x50x6x670

2-L 75x75x6x670

1-PIPE φ42.7x2.3x5655(STK400)

10-U.BOLT 呼び 15C

20-BN M10x35(2-W)
5-U.BOLT 呼び 32C
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5-PL 215x12x185(SM400A)
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1-PL 90x3.2x1703

内桁側を設置

   を標準とする。

   を使用すること。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

注)

5. 床板に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔を

   間隔1m(0.7m2)程度に1ヶ所設けること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、ボルト径+3mm
3. ※印を除く鋼材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

K-1
<製作数=4>
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上部工検査路（その2）S=1:30

上部工検査路（その2）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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上部工検査路（その3）

φ42.
7

φ21.
7
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45

M
1
0

3
4

呼び 15C形
(φ21.7 PIPE用)

28

66

M
1
0

5
6

呼び 32C形
(φ42.7 PIPE用)

U.BOLT詳細 S=1：3

1種ナット

3種ナット

1種ナット

3種ナット

上部工検査路（その3）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

   を標準とする。

   を使用すること。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

注)

5. 床板に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔を

   間隔1m(0.7m2)程度に1ヶ所設けること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、ボルト径+3mm
3. ※印を除く鋼材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

S=1:10 S=1:10 S=1:10
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端支点部昇降梯子詳細 S=1:20

内桁側

<製作数=4>
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1-RIB PL 271x9x161(SM400A)

1-BASE PL 300x9x760(SM400A)

2-BN M16x45(2-W)

1-FLG PL 171x9x740(SM400A)

8-打ち込み式アンカー M16x125
1-RIB PL 271x9x80(SM400A)

S1,S2

<製作数=4>

C1-C5

<製作数=10>
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4
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φ19孔

上部工検査路（その4）S=1:10

上部工検査路（その4）

S=1:10

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

   を標準とする。

   を使用すること。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

注)

5. 床板に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔を

   間隔1m(0.7m2)程度に1ヶ所設けること。

4. ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、ボルト径+3mm
3. ※印を除く鋼材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
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下部工検査路（その1）S=1:30
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2-CH 100x50x5x7.5x680

2-Ch.PL 640x3.2x1689(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

50-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-3 (製作数:1)

2-CH 100x50x5x7.5x4930
1-Ch.PL 640x3.2x1508(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

1-PIPE φ42.7x2.3x630(STK400)

2-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x677

8-BN M16x45(2-W)
8-BN M10x35(2-W)

2-U.BOLT 呼び 32C

K-3 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x630(STK400)

4-U.BOLT 呼び 15C

2-PL 190x12x285(SM400A)
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K-4

1-PIPE φ42.7x2.3x5391(STK400) 5-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1938

20-BN M16x45(2-W)
20-BN M10x35(2-W)

 5-U.BOLT 呼び 32C

K-1 (製作数:1)

2-PIPE φ42.7x2.3x293(STK400)
1-PL 90x3.2x1665
1-PL 90x3.2x1431

10-U.BOLT 呼び 15C

 5-PL 190x12x285(SM400A)

1-PIPE φ42.7x2.3x1684(STK400)
1-PIPE φ42.7x2.3x786(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x5370(STK400)
2-PIPE φ21.7x1.9x272(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x1684(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x765(STK400)

2-PL 90x3.2x253
1-PL 90x3.2x238
1-PL 90x3.2x1258
1-PL 90x3.2x758

1-CH 100x50x5x7.5x1660

1-Ch.PL 930x3.2x2074(SS400相当品)

1-L 75x75x6x670

5-FB 90x9x670

84-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-1 (製作数:1)

1-PL 60x9x660(SM400A)
1-CH 100x50x5x7.5x5410

1-Ch.PL 930x3.2x1828(SS400相当品)
1-Ch.PL 640x3.2x1828(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

1-CH 100x50x5x7.5x805
4-CH 100x50x5x7.5x300

1-CH 100x50x5x7.5x6040 1-FB 90x9x920

1-Ch.PL 640x3.2x1994(SS400相当品)

1-CH 100x50x5x7.5x400
1-CH 100x50x5x7.5x1345
1-CH 100x50x5x7.5x680

2-L 50x50x6x920
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注)

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ボルト孔は、メッキ着量を考慮し、

　 ボルト径+3mmを標準とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て

   弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、

　 直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7m2)程度に

    1箇所程度設けること。
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1-PIPE φ42.7x2.3x5391(STK400) 5-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1938

20-BN M16x45(2-W)
20-BN M10x35(2-W)

 5-U.BOLT 呼び 32C

K-2 (製作数:1)

2-PIPE φ42.7x2.3x293(STK400)
1-PL 90x3.2x1665
1-PL 90x3.2x1431

10-U.BOLT 呼び 15C

 5-PL 190x12x285(SM400A)

1-PIPE φ42.7x2.3x1684(STK400)
1-PIPE φ42.7x2.3x786(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x5370(STK400)
2-PIPE φ21.7x1.9x272(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x1684(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x765(STK400)

2-PL 90x3.2x253
1-PL 90x3.2x238
1-PL 90x3.2x1258
1-PL 90x3.2x758

1-PIPE φ42.7x2.3x630(STK400)

2-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x677

8-BN M16x45(2-W)
8-BN M10x35(2-W)

2-U.BOLT 呼び 32C

K-4 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x630(STK400)

4-U.BOLT 呼び 15C

2-PL 190x12x285(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x1660

1-Ch.PL 930x3.2x2074(SS400相当品)

1-L 75x75x6x670

5-FB 90x9x670

84-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-2 (製作数:1)

1-PL 60x9x660(SM400A)
1-CH 100x50x5x7.5x5410

1-Ch.PL 930x3.2x1828(SS400相当品)
1-Ch.PL 640x3.2x1828(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

1-CH 100x50x5x7.5x805
4-CH 100x50x5x7.5x300

1-CH 100x50x5x7.5x6040 1-FB 90x9x920

1-Ch.PL 640x3.2x1994(SS400相当品)

1-CH 100x50x5x7.5x400
1-CH 100x50x5x7.5x1345
1-CH 100x50x5x7.5x680

2-L 50x50x6x920

2-CH 100x50x5x7.5x680

2-Ch.PL 640x3.2x1689(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

50-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-4 (製作数:1)

2-CH 100x50x5x7.5x4930
1-Ch.PL 640x3.2x1508(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670
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下部工検査路（その1）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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拡幅部検査路爪先板詳細

拡幅部検査路手摺り詳細 "a"部詳細
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製作数：1
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下部工検査路（その2）

S=1:30
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ステップB

B - B

1-PIPE φ42.7x2.3x4930(STK400)

4-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1628

16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)

4-U.BOLT 呼び 32C

K-3 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x4930(STK400)

8-U.BOLT 呼び 15C

4-PL 190x12x285(SM400A)

1-PL 90x3.2x1345
1-PL 90x3.2x1624

注)

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ボルト孔は、メッキ着量を考慮し、

　 ボルト径+3mmを標準とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て

   弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、

　 直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7m2)程度に

    1箇所程度設けること。
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ステップB

1-PIPE φ42.7x2.3x4930(STK400)

4-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1628

16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)

4-U.BOLT 呼び 32C

K-4 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x4930(STK400)

8-U.BOLT 呼び 15C

4-PL 190x12x285(SM400A)

1-PL 90x3.2x1345
1-PL 90x3.2x1624

K-3 K-4

780 780
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下部工検査路（その2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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下部工検査路（その3）S=1:30

ステップA
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100 680

K-3

2-CH 100x50x5x7.5x680

2-Ch.PL 640x3.2x1689(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

50-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-3 (製作数:1)

2-CH 100x50x5x7.5x4930
1-Ch.PL 640x3.2x1508(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

1-PIPE φ42.7x2.3x630(STK400)

2-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x677

8-BN M16x45(2-W)
8-BN M10x35(2-W)

2-U.BOLT 呼び 32C

K-3 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x630(STK400)

4-U.BOLT 呼び 15C

2-PL 190x12x285(SM400A)

A2橋台
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680 100

K-4

1-PIPE φ42.7x2.3x5391(STK400) 5-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1938

20-BN M16x45(2-W)
20-BN M10x35(2-W)

 5-U.BOLT 呼び 32C

K-1 (製作数:1)

2-PIPE φ42.7x2.3x293(STK400)
1-PL 90x3.2x1665
1-PL 90x3.2x1431

10-U.BOLT 呼び 15C

 5-PL 190x12x285(SM400A)

1-PIPE φ42.7x2.3x1684(STK400)
1-PIPE φ42.7x2.3x786(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x5370(STK400)
2-PIPE φ21.7x1.9x272(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x1684(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x765(STK400)

2-PL 90x3.2x253
1-PL 90x3.2x238
1-PL 90x3.2x1258
1-PL 90x3.2x758

1-CH 100x50x5x7.5x1660

1-Ch.PL 930x3.2x2074(SS400相当品)

1-L 75x75x6x670

5-FB 90x9x670

84-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-1 (製作数:1)

1-PL 60x9x660(SM400A)
1-CH 100x50x5x7.5x5410

1-Ch.PL 930x3.2x1828(SS400相当品)
1-Ch.PL 640x3.2x1828(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

1-CH 100x50x5x7.5x805
4-CH 100x50x5x7.5x300

1-CH 100x50x5x7.5x6040 1-FB 90x9x920

1-Ch.PL 640x3.2x1994(SS400相当品)

1-CH 100x50x5x7.5x400
1-CH 100x50x5x7.5x1345
1-CH 100x50x5x7.5x680

2-L 50x50x6x920
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ステップA

注)

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ボルト孔は、メッキ着量を考慮し、

　 ボルト径+3mmを標準とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て

   弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、

　 直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7m2)程度に

    1箇所程度設けること。

1-PIPE φ42.7x2.3x5391(STK400) 5-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1938

20-BN M16x45(2-W)
20-BN M10x35(2-W)

 5-U.BOLT 呼び 32C

K-2 (製作数:1)

2-PIPE φ42.7x2.3x293(STK400)
1-PL 90x3.2x1665
1-PL 90x3.2x1431

10-U.BOLT 呼び 15C

 5-PL 190x12x285(SM400A)

1-PIPE φ42.7x2.3x1684(STK400)
1-PIPE φ42.7x2.3x786(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x5370(STK400)
2-PIPE φ21.7x1.9x272(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x1684(STK400)
1-PIPE φ21.7x1.9x765(STK400)

2-PL 90x3.2x253
1-PL 90x3.2x238
1-PL 90x3.2x1258
1-PL 90x3.2x758

1-PIPE φ42.7x2.3x630(STK400)

2-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x677

8-BN M16x45(2-W)
8-BN M10x35(2-W)

2-U.BOLT 呼び 32C

K-4 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x630(STK400)

4-U.BOLT 呼び 15C

2-PL 190x12x285(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x1660

1-Ch.PL 930x3.2x2074(SS400相当品)
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5-FB 90x9x670

84-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-2 (製作数:1)

1-PL 60x9x660(SM400A)
1-CH 100x50x5x7.5x5410

1-Ch.PL 930x3.2x1828(SS400相当品)
1-Ch.PL 640x3.2x1828(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

1-CH 100x50x5x7.5x805
4-CH 100x50x5x7.5x300

1-CH 100x50x5x7.5x6040 1-FB 90x9x920

1-Ch.PL 640x3.2x1994(SS400相当品)

1-CH 100x50x5x7.5x400
1-CH 100x50x5x7.5x1345
1-CH 100x50x5x7.5x680

2-L 50x50x6x920

2-CH 100x50x5x7.5x680

2-Ch.PL 640x3.2x1689(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

50-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

K-4 (製作数:1)
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1-Ch.PL 640x3.2x1508(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670
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下部工検査路（その3）

S=1:30

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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拡幅部検査路爪先板詳細

拡幅部検査路手摺り詳細 "a"部詳細
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製作数：1
2-BN M16x50(2-W)
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D

D

D - D

380

100

"b"部詳細

"b"部詳細 1:10

10

5
0

5
0 1
0
0

3
.
2

1
5
0

3
8
0

1
5
0

6
8
0

A2橋台

下部工検査路（その4）

S=1:30

5369.7

5390.7

764.7

785.7

1684

1684

φ
2
1
.
7

φ
4
2
.
7

2
7
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.
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2
9
2
.
7

1937.5

237.5

1665

1257.5

1430.7758.2

3
.
2

2
5
3
.
2

1510 200200 15101510

4930

B2 B2

6003350200

4150

28501300

ステップB

B - B

1-PIPE φ42.7x2.3x4930(STK400)

4-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1628

16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)

4-U.BOLT 呼び 32C

K-3 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x4930(STK400)

8-U.BOLT 呼び 15C

4-PL 190x12x285(SM400A)

1-PL 90x3.2x1345
1-PL 90x3.2x1624

注)

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ボルト孔は、メッキ着量を考慮し、

　 ボルト径+3mmを標準とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て

   弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、

　 直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7m2)程度に

    1箇所程度設けること。

3
7
5

3
7
5

3
5
0

7
5

1
1
7
5

1
0
3
.
2

50

1510200 2001510 1510

4930

B2B2

600 3350 200

4150

2850 1300

C - C

3
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5

3
7
5

3
5
0

7
5

1
1
7
5

1
0
3
.
2

50

ステップB

1-PIPE φ42.7x2.3x4930(STK400)

4-L 65x65x6x1258
1-PL 90x3.2x1628

16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)

4-U.BOLT 呼び 32C

K-4 (製作数:1)

2-PIPE φ21.7x1.9x4930(STK400)

8-U.BOLT 呼び 15C

4-PL 190x12x285(SM400A)

1-PL 90x3.2x1345
1-PL 90x3.2x1624

K-3 K-4

780 780

別
途
工
事

別
途
工
事

下部工検査路（その4）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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60 60

30 50 125 50 30

285

1
2

3
.
2

190<200>

下部工検査路（その5）

S=1:10

6

4-φ13孔(支柱付きPL)
4-13x28長孔(爪先板)

1-PL 190x12x285(SM400A)
4-BN M10x35(2-W)

端支柱部標準歩廊断面図

"b"部詳細 S=1:5
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285

30 50 125

"a"部詳細

50

S=1:3

30

1-PL 190x12x285(SM400A)
4-BN M10x35(2-W)

20C

爪先板

6

L-65x65x6

90x3.2

(手摺支柱)

4-13x28長孔(爪先板)
4-φ13孔(支柱付きPL)

PIPE φ42.7x2.3

(STK400)

(STK400)

PIPE φ21.7x1.9

PIPE φ21.7x1.9

(STK400)

4-φ19孔

φ13孔

3
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φ13孔

φ13孔

中間支柱部

9
0

4-BN M16x45(2-W)

4-BN M16x45(2-W)
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4-φ19孔

12

1
0

1
3
5

1
0

40

15
15
10

BN M10x30
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Uボルト 呼び15C
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Ch.PL t=3.2

Uボルト 呼び32C
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Uボルト 呼び15C
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ステップA<B>取付位置
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ステップA<B>

ステップA<B>

2
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

ステップA<B>

2
0
0

φ
2
2

90

6060

100400100

430

9
0

100400100

φ
2
2

ステップA<B>詳細
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R4
5

4

φ19孔

S=1:20

8-FB 90x6x350
8-打込式アンカー M16x125

4-RB φ22x430
1箇所当たり(製作数:4<4>)
ステップA<B>
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歩廊端部詳細
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19x40 長孔
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歩廊架け違い部詳細
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歩廊中間部詳細

φ13孔
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50 87 5050

A - A S=1:5
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Ch.PL t=3.2
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62.5 175 62.5

19x40 長孔

φ19孔

6

製作数:16

1-H 175x175x7.5x11x774

1-BASE PL 335x16x300(SM400A)

4-BN M16x50(2-W)

6-打込式アンカー M16x125

3010030
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3
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19x40長孔6

1-H 175x175x7.5x11x774

8
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1
9
5

20
1010

60 60

1-BASE PL 335x16x300(SM400A)
4-BN M16x50(2-W)
8-打込式アンカー M16x125

100

680

610

20

15 15

640 20

下部工検査路支持構造
B1

製作数:2

R20

注)

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

4. ボルト孔は、メッキ着量を考慮し、

　 ボルト径+3mmを標準とする。

2. Uボルト付き以外のナットは、全て

   弛み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、

　 直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7m2)程度に

    1箇所程度設けること。

φ42.
7

φ21.
7

28

45

M
1
0

3
4

呼び 15C形
(φ21.7 PIPE用)

28

66

M
1
0

5
6

呼び 32C形
(φ42.7 PIPE用)

U.BOLT詳細 S=1:3

1種ナット

3種ナット

1種ナット

3種ナット

S=1:10 S=1:10

S=1:10 S=1:10 S=1:10

S=1:10

下部工検査路（その5）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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側 面 図断 面 図

平 面 図

位 置 図

落橋防止構造詳細図(その1) S=1:50

A1,A2橋台:取付図
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▽27.988
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2
7
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<
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G2

G1 G3G2

<▽28.079>

A
1

A
2

A1 A2

S1<S2>

S
1

S
2

S1 S2

900 3800 900 900 3800 900

A1 A2

落橋防止構造(230tタイプ)
n=4組

落橋防止構造(230tタイプ)
n=4組

1
3
5
0

落橋防止構造(230tタイプ)
n=8組(4組/橋台)

900 3800 900 900 3800 900

56005600

※<　>内数値はS2側を示す。

500 500

5
0
0

5
0
0

落橋防止構造詳細図（その1）

S=1:50

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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落橋防止構造詳細図(その2)

S=1:10
A1,A2橋台:取付詳細図及び部品図

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

本連結ケーブル 230tタイプ L=3729mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆1

全8組(4組/橋台)

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)

個 2

230tタイプ用 2ナット

緩衝具

固定用緩衝具

230tタイプ用

230tタイプ用 L=450

230tタイプ用

230tタイプ用

230tタイプ用 L=1140

個

個

個

個

個

個

1

2

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

2500264 965

3729

上部工側下部工側

88

取付詳細図

連結ケーブル(230tタイプ)

緩衝具

A-A断面図連結ケーブル ナット
(S45C:亜鉛めっき) (SS400:亜鉛めっき) (SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

69130

1
5
0

六角穴付止めねじ
(M10)

340

12

340 503838 50

9
7

2
2
2

3
4
0

3
4
0

9
7

支圧板(SS400:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

支圧板(SS400:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

230tタイプ用 標準

連結ケーブル全長 L=3729

550

280

φ
9
0

280

1250

550700

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(19xφ10.8)

A

A

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

12

12

240 32

2
4
0

2
2
2

1
2
4

9
7

中間プレート
(SS400:亜鉛めっき)

160

12

19

9
7

1
2
4

1
6
0

止めプレート(WS用) スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用)

異型鋼製キャップ SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZ55) ゴムパッキン付

中間プレート 230tタイプ用 個 1 SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

中間プレート

896919325

(ガイドパイプ) 本 ポリエチレン　<ケーブルに組込>1230tタイプ用 700mm

シース

用心鉄筋

600

トランペットシース

70089 69 88

固定用緩衝具

ナット

マンション

あと施工アンカー

シース

用心鉄筋

※コーキング処理(全周)

1200

トランペットシース

あと施工アンカー

鋼製キャップ SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZ55) ゴムパッキン付230tタイプ用 L=280 個 1

(SS400,STK400:亜鉛めっき)
用心鉄筋
(SD345)

※用心鉄筋はコンクリート打設前にセットする。

340

240

2
0

2
0

φ
2
5
0

φ
1
4
1
.
5

100

360<960>

φ
1
4
0

t=2.5

R=560

トランペットシース

シース(VP125)

箱抜き詳細図

※シースはコンクリート打設前にセットする。※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。

トランペットシース
(ポリエチレン)

テーピング

490

430 3030

3
0

4
9
0

4
3
0

3
0

4-φ22

1
0

1
2
0

2
4
0

1
2
0

1
0

5
0
0

10120120

500

24010

8-D16

補 剛 板
(SS400相当品:亜鉛めっき)

12490

430 3030

3
0

4
9
0

4
3
0

4-φ22

9
7

パッキン
(t=6)

3
0

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

異型鋼製キャップ

鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

490

430 30

2809

9 30

6
.
4

φ
4
0
6
.
4

6
.
4

3
0

4
9
0

4
3
0

3
0

4-φ22

パッキン
(t=6)

9 100

6
.
4

φ
4
0
6
.
4

6
.
4

9

1022

6

φ
3
1
8
.
5

6

1140

パッキン
(t=6)

※< >内寸法は、下部工側を示す。

9

鋼製キャップ

18

補剛板

異型鋼製キャップ

18

補剛板

補剛板 230tタイプ用 枚 2 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ55) ゴムパッキン付

本

個TR142

VP125 L=360

本 8

1

SD345 D16x500用心鉄筋

シース

トランペットシース

1

ポリエチレン

本

個TR142

VP125 L=960

本 8

1

SD345 D16x500用心鉄筋

シース

トランペットシース

1

ポリエチレン

上
部
工

下
部
工

M16x160 1W,1SW付 8本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35)あと施工アンカー

PC鋼より線
亜鉛めっき仕様

32325

S=1:2

74

54

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(19xφ10.8)

被覆材

PC鋼より線
亜鉛めっき仕様

パッキン

鋼製キャップ

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

接着剤で接合

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

補剛板とパッキンは
接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

450

φ
2
2
0

φ
1
2
1

φ12

（製作長）

落橋防止構造詳細図（その2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

※下部工は別途工事施工
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橋長 43000

桁長 42800 100100

 配 置 図 S=1/300
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℄

90°0'

90°0'

A1

EJ-1

E（S=50mm）

A2

EJ-2

190239

9
6

168

±25

130 100 100

100350 350

130

1
2
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8
0
～

2
1
5

橋台側

E1
D16

後打コンクリート

7
0

1
0
01
7
0

-1

埋込み鉄筋

T1
D16

@300
埋込み鉄筋

T1
 D16

@300

-2

7
0
～

2
0
5

1
0
0 1
7
0
～

3
0
5

誘導板

90°取付け

@300

アンカープレート

桁　側

S=1/5 取 付 断 面 図 
E(S=50mm)（誘導板付き）

アスファルト舗装（別途工事）

調整コンクリート

桁切欠き

1
2
0
～

2
55

4
0

 地覆立上り部詳細図 S=1/10

1
0
0

伸縮量50mmタイプ

1
6
8

34

1
9
6

  数  量   摘   要

m 3

    寸    法

350×120×27000

    種    類  材  料  名

鋼製櫛型ジョイント

コンクリート　A1-4※後打コンクリート

補強鉄筋

伸縮装置取付工事材料表

1.134

5.3 m

200

500 最小ロット

10.6

200×100

100×20×5276

クロロプレンゴム

ウレタンフォーム

プライマー

シール材

接　着　剤

バックアップ材

接　着　剤

注入目地材

190×96×1450

伸縮量50mmタイプ（誘導板付き）

本4

誘導板：90°取付け

190×96×1800 本8

kg16-D16×7230E1 180

地覆立上り 伸縮量50mmタイプ用 168×196×34 本8

地覆立上り付き

g

g

m 3350×188×27000 1.777 m2.911合計 3

埋込み鉄筋 kg88-D16×470T1-1 64

kg88-D16×610T1-2 84

別途工事施工

地覆立上り付き190×96×1800 本4

 補強鉄筋加工図 

1
7
0
・

1
7
0
～

3
05

130

E1
16-D16×7230

T1
88-D16×470-1

T1
88-D16×610-2

5500

480

1730

 初圧縮グラフ 

ジ
ョ

イ
ン

ト
幅

 
(
mm
)

施工時の温度（°Ｃ）

A1
Fix

伸縮量50mmタイプ

Mov
A2

 地覆部止水工詳細図 S=1/15

接着剤
注入目地材

バックアップ材

2
0

1
0
0

100320

445

3
0

219

1000

2
5
0

2
5
0

2
0

1
0
0

注入目地材

バックアップ材

15390

6750445 1000 6750 445

℄

2
5
0

2
1
5

8
0

2
5
0

2
1
5

8
0

1450 3@1800=5400

445 445

℄

14503@1800=5400

排水管 地覆立上り 地覆立上り

6750

90°0'

67501000

誘導板注意

アンカープレート注意
誘導板注意

90°0' 90°0'

誘導板

D16
E1 T1

D16-1
T1

D16-2

埋込み鉄筋 埋込み鉄筋

D16
E1 T1

D16-1
T1

-2

埋込み鉄筋 埋込み鉄筋

誘導板

D16

 平 面 図 S=1/50

 横 断 面 図 S=1/50

桁　側（橋台側）

橋台側（桁　側）

70

1
0
0

70

1
0
0

排水管

地覆立上り

排水管

地覆立上り

伸縮装置詳細図

　 合等）及び要求性能（NEXCO仕様）を満足す

1. 伸縮装置は、設計条件（移動量・遊間・取

注 ）

　 るものを選定すること。

2. 「◎」印表記は、別工事施工鉄筋を示す。

伸縮装置詳細図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

後打コンクリート

E（S=50mm）

※後打コンクリート数量は、合成床版に含む

Ｅ（Ｓ＝５０㎜）

本工事施工

本工事施工
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落下物防止柵 G1-2 S=1/200

接続部

Ｖカット目地位置

CL i=1.00
0%

V.C.L=60000

90° 0' 0"90° 0' 0"

100

A1 A2

橋長 43000

100 桁長 42800

301
100

1599

落下物防止柵 G1-2 49400

500

          2701

落下物防止柵 G1-2 39701

500
1120.5

    6000
1120.5500

G1-2-9241

F M

i=3.600%

1
2
5

4
4
5

3
2
0

1
2
5

3
2
0

1
0
0
0

4
4
5

1
5
3
9
0

6
7
5
0

6
7
5
0

8000
1200

1200 (8000)

ST
A.
2+
79
.8
00

ST
A.
2+
36
.8
00

ST
A.
2+
27
.6
00

FH
= 
29
.8
98

ST
A.
2+
76
.5
00

ST
A.
2+
89
.0
00

ST
A.
2+
40
.5
00

800.5 1199.5800 1200 801 1199800.5 1199.5

801.5 1198.5 802 1198801 1199 801.5 1198.5

60

7000

（土工部タイプ）

落下物防止柵

5600

（土工部タイプ）

落下物防止柵

落下物防止柵姿図 S=1/20

6400 30000 6400

落下物防止柵         

注 ）

1. 設置範囲は、道路平面を基に設定している。

　 施工の際は現地計測及び取合いを確認し、

　 最終設置範囲を決定すること。

落下物防止柵

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

（別途工事）

（別途工事）

落下物防止柵

側　面　図正　面　図

2
5

1
0
7
5

1
1
0
0

5
3
7
.
5

5
3
7
.
5

9
0
0

2
0
0
0

445

100 75

2000 2000

5
3
7
.
5

5
3
7
.
5

1
0
7
5

2
5

1
1
0
0

菱形金網

φ2.6x25㎜（Z-GS-7)

φ4 鉄線（SWMGS-7)

φ5.0(4.0)（SWME-GS2)

@2000@2000

φ2.6(2.0)×25㎜（E-GH2)

75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金網と胴縁はボルトで締めること。

2. 現地状況等を実際に勘案した上、二重の安全

　 対策を施すものとすること。
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橋名板・橋歴板図

橋 名 板 S=1:4

東日本高速道路㈱建造

〇橋〇〇

20〇〇年〇月

道示(2017) Ｂ活荷重

材質 SM520C-H,SM490Y

製作　〇〇〇〇㈱

2
0
0

6
1
8
8

6

100 20 100 20 100 20 100 19

480 1515

6
1
3
8

6

1
9

1
0
0

1
9

１．橋梁名・設置位置については、製作前に協議にて確認すること。

注）

４．色は、黒地に文字を金色とする。また、縁6mmについても金色とする。

15 270 15

1
5

1
7
0

1
5

4-φ10

4-φ10

1 - PL 150×3×510（アルミニウム板）
4 - ホールインアンカー M8×35（本体打ち込み式）
4 - 丸頭ボルト　M8×25（1-ワッシャー付）

1 - PL 200×3×300（アルミニウム板）
4 - ホールインアンカー M8×35（本体打ち込み式）
4 - 丸頭ボルト　M8×25（1-ワッシャー付）

橋 歴 板 S=1:4

ホールインアンカー M8

（本体打ち込み式）

ボルトM8×15（丸頭）

ボルトM8×15（丸頭）

ホールインアンカー M8
（本体打ち込み式）

1
5
0

1
5

1
2
0

1
5

2
0
0

1
5

1
7
0

1
5

3

５．橋名板の字体は丸ゴシックとする。

６．橋歴板の字体はゴシックとする。

３．表面は高耐候性フィルム被覆とする。

２．材料はJIS H 4000 A 5052 P（アルミニウム板）とする。

取付位置図 S=1:20

3

6 6

510

498

19

1
5

1
2
0

1
5

1
5
0

6 288 6

300

10 512 10

532

1
0

1
5
2

1
0

1
7
2

10 302 10

322

1
0

2
0
2

1
0

2
2
2

箱抜き正面図 S=1:10

橋名板 橋歴板

設置箇所図(案)

橋 名 板
300 510

6
9
5

橋 歴 板

橋 名 板

橋 歴 板

℄

A1 A2橋歴板

橋名板

橋名板

橋名板・橋歴板図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

2
0
0

1
5
0
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遊間プレート工詳細図

取付ボルト詳細 S=1:5

9 70

70

セラミックインサートM16×70

φ
30

φ
34

φ
19

9
0°

9

7.5 1.5

皿ボルト孔詳細 S=1:2.5

車輌進行方向

50
150

100

100

350100

6-φ19孔(皿モミ加工)
皿ボルトM16x70(SUS304)

a

a - a

170100220

150100100

2035010020

9
2
41

25
0

1
9

2
31

25
0

製作数: 4　(1箇所当たり)
※ 1-PL 350x9x654(SS400)
  6-皿ボルト M16x70(SUS304)
  6-セラミックインサート M16x70

注 記

遊間プレート工

　JIS H8641 HDZT77とする。

250

6
94

6
54

5
@1

0
4=
52
0

2
0

67
67

100

皿ボルトM16x70(SUS304)

正　面　図断　面　図 S=1:25 S=1:25

a

10
（

隙
間

）

（壁高欄切欠き）（壁高欄切欠き）

S=1:25

2
0

位 置 図 S=1:250

遊間プレート工

A1

遊間プレート工

A2

遊間プレート工

遊間プレート工

2.縦断勾配を考慮の上、設置すること。

445

125

2.0%

70

5
@
1
0
4
＝
5
2
0

6
5
4

6
7

6
7 2
0

6
9
4

20 20

9

19

（隙間）10

16.2㎏

数量表

　項　　目 単　位

㎏

Ａ1橋台側 Ａ2橋台側 合　計

　数　　量

32.4 32.4 64.8

1.※印鋼材の表面処理は溶融亜鉛メッキ

2
0

遊間プレート工詳細図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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Y=  18247.3909

X=-140333.9117

Y=  18247.9829
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X=-140351.0587

Y=  18251.3557

X=-140345.7245

Y=  18242.5793

X=-140346.3165

Y=  18240.9889

X=-140345.0686

Y=  18238.2607

X=-140331.0733

Y=  18244.6627

X=-140337.0135

Y=  18252.6122

X=-140347.1985

Y=  18247.9531

X=-140341.8980

Y=  18249.8280

11400
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11400

12003@3000=90001200
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4
@
3
2
4
7
.
5
=
1
2
9
90

1
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0
0

390025005000

8
0
0

8
0
0

道路中心線

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

下部工座標図

S=1:100

ランプ橋（鋼上部工）　下部工座標図 S=1:100

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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A1橋台構造一般図(その1)
S=1:100

1
0
0

100 11400 100

12003@3000=90001200

場所打ち杭 φ1200
L=17.000m N=20本

390025005000

2
0
0

1
0
0

1
2
1
0
0

1
9
0
0

6
5
3
0

3
6
7
0

6
4
7
6

5
4

F
i=3.00%

（排水勾配）
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踏掛版　L=8.000m
(t=410mm)（別途工事）

側面図(3-3)
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平面図(4-4)
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（別途工事）
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（別途工事）
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背面図(2-2)
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場所打ち杭 φ1200
L=17.000m N=20本

5
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5
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0
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5
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4
0
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5
0
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7
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0

1800700

落橋防止装置
※落橋防止装置詳細図参照。

27.988

2995 3800 1800 3800 2995

2995 3800 1800 3800 2995

1
7
6
0

1
9
1
0

計画地盤線

G2

水抜きパイプ
φ75 L=2.50m

水抜きパイプ（別途工事）
φ75 L=2.50m

水抜きパイプ
φ75 L=2.50m

Vカット目地

Vカット目地

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

A1橋台構造一般図（その1）

図　示

底    版

均　　し

コンクリート

基　礎　材

鉄　　　筋

材料強度・材質

σck=24N/mm2

RC-40

σck=18N/mm2

場所打ち杭 σck=24N/mm2（呼び強度 σck=30N/mm2）

SD345

躯    体 σck=30N/mm2

項　　目 種　別 備　　考

A1-3

B2-1

D1-1

B

A

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工
コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

Y1-1

注記

1)　　　部は、後打ちコンクリート(本工事施工)を示す。

2)　 　 部は、コンクリート表面被覆工(本工事施工)を示す。

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事) (別途工事)

1
0
0
0

S=1:100 S=1:100

S=1:100 S=1:100

単位項　　目

コンクリート表面被覆工 ㎡ 112.8

数量 摘要

数量表
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位置図
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2

4 4

5 5
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A1橋台構造一般図(その2)
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図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

A1橋台構造一般図（その2）

図　示

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

コンクリート表面被覆工

注記

1)　　　部は、後打ちコンクリート(本工事施工)を示す。

2)　 　 部は、コンクリート表面被覆工(本工事施工)を示す。
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A2橋台構造一般図(その1)
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計画地盤線

注記

1)　　　部は、後打ちコンクリート(本工事施工)を示す。

2)　 　 部は、コンクリート表面被覆工(本工事施工)を示す。

G2

水抜きパイプ
φ75 L=2.50m

水抜きパイプ
φ75 L=2.50m

Vカット目地 Vカット目地

Vカット目地
Vカット目地

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

A2橋台構造一般図（その1）

図　示

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工 コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

底    版

均　　し

コンクリート

基　礎　材

鉄　　　筋

材料強度・材質

σck=24N/mm2

RC-40

σck=18N/mm2

場所打ち杭 σck=24N/mm2（呼び強度 σck=30N/mm2）

SD345

躯    体 σck=30N/mm2

項　　目 種　別 備　　考

A1-3

B2-1

D1-1

B

A

Y1-1

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事) (別途工事)

1
0
0
0

S=1:100 S=1:100

S=1:100 S=1:100

単位項　　目

コンクリート表面被覆工 ㎡ 114.4

数量 摘要

数量表
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前面 背面

1
2
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後打ちコンクリート(t=120mm)

"a"部詳細図 S=1:30
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(別途工事)

位置図
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4 4

5 5
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A2橋台構造一般図(その2)
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図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

A2橋台構造一般図（その2）

図　示

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

コンクリート表面被覆工

注記

1)　　　部は、後打ちコンクリート(本工事施工)を示す。

2)　 　 部は、コンクリート表面被覆工(本工事施工)を示す。
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A1橋台配筋図 S=1:30

壁高欄配筋図
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1.◎」印表記は、上部工施工鉄筋を示す。
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図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

A1橋台配筋図

S=1:30

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

K 1 D16 1920 36 1.56 3.00 108

K 6 D13 1930 112 0.995 1.92 215

K 9 D13 9060 26 0.995 9.01 234

557kg

D13 = 449kg

D16 = 108kg

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

合計 = 557kg

鉄筋表

2.コンクリートはA1-4（σck=30N/㎜2)とする。

左側壁高欄 右側壁高欄

位置図
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A2橋台配筋図 S=1:30

壁高欄配筋図
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図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

A2橋台配筋図

S=1:30

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

K 1 D16 1920 36 1.56 3.00 108

K 6 D13 1930 112 0.995 1.92 215

K 9 D13 9060 26 0.995 9.01 234

557kg

D13 = 449kg

D16 = 108kg

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

合計 = 557kg

鉄筋表

注記

1.◎」印表記は、上部工施工鉄筋を示す。

2.コンクリートはA1-4（σck=30N/㎜2)とする。

左側壁高欄 右側壁高欄

位置図
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（ 張出先端 t = 250 mm  ）
（ 底鋼板 t = 8 mm を含む ）
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桁 端 部一 般 部

平 面 図

断 面 図

GE S

3800 400

3
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SC-J SC-J

2
5
0

8
0

1:5

2
5
0

横リブ スタッド

底鋼板

端部打ち下ろし部側面図 S=1:30

横リブ

LEVEL

床版上面勾配

LEVEL

床版上面勾配

材料表

合成床版接合部シール材

床版

合成床版と側鋼板取合部シール材

コンクリート

1

2

側鋼板延長

シール材延長

シール材延長

床

版

部

4

3

1

パネル数

橋面積

主桁上シール材

種 別

658.7

19

m

単 位

パネル

m2

数 量

コンクリートA1-4

備 考

257

部

高
欄

壁

181.0

513

43

95

43

（ H = 1.275 m ）

（ H = 1.275 m ）

壁高欄全高タイプ

壁高欄全高タイプ

39.3調整コンクリート2

L1 側

R1 側

5. 斜線部は、打ち下ろし部を示す。

4. 床版コンクリートはコンクリートA1-4

3. 排水装置やその他橋面工との取り合いを

   (σck = 30 N/mm2)とする。

2. モニタリング孔は、縦断勾配及び横断勾配の

1. 基本パネル寸法は最大部材幅 2.350 m とする。注 ）

   低い方に 1 パネル当り 2 ヶ所設置する。

   考慮してパネル割付をする事。

床版防水工（別途工事）

調整コンクリート 0 ～ 135 mm

A1 A2

支
間

部
 
:

張
出

部
 
:

1:51:5 1:5 1:5

1425

合成床板割付図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

S=1:100

2.9

m3

伸縮装置後打コンクリート

スタッド含む

鉄　　　　筋 D16～D25（SD345） ｔ 28.97
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形状保持金具

上部工架設計画図（参考図）

S= 1 : 400側面図

S= 1 : 400平面図

S= 1 : 100断面図

ブーム長(m)

38

48

52

40

44

320.7

作業能力表

径
（ｍ）

半

作
業

注：本能力表は、コベルコ・SL16000J-H(SHL仕様)から記載している。

 フック重量　14.1t (単位:t)

クローラクレーン 1250ｔ吊機　械　名
(カウンターウェイトトレーラ500t×25m)

45 55 6540 6050

<備　考>

　 主構造重量 Wt＝ 106.1t

　 床版重量　 Wt＝  79.0t

   検査路重量 Wt＝   7.1t

　 吊り金具　 Wt＝  26.6t

   フック重量 Wt＝  14.1t

　 最大吊重量 Wt＝ 232.9t

56

70

　　各メーカーによって吊能力が異なるため再確認の事

357.5 373.0 369.6 367.6 364.1 361.8

322.6 352.5 349.2 347.1 343.6 341.4

296.2 301.3 313.7 311.7 308.2 306.0

274.3 279.2 282.1 278.6 276.4

252.2 257.0 253.6 251.4

232.9 232.0 229.8

注）

　1.上部工架設は、Eランプ本線及び周辺部を

　　盛土した施工ヤード上で架設を行う計画で

　　あり、地耐力照査は盛土材として一般的に

　　使用される「砂質土」を想定し検討を行っ

　　ている。施工の際は、実盛土材料及び実重

　　機据付位置にて平板載荷試験を行い、安全

　　性の確認、地盤養生対策を適宜検討するこ

　　と。

上部工架設計画図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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